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兵
庫
県
保
険
医

協
会
が
実
施
し
た

学
校
歯
科
検
診
に

関
す
る
調
査
結
果

が
大
き
な
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
県
下
の
小
中
高

等
学
校
な
ど
で
実
施
さ
れ
た
歯

科
検
診
の
結
果
、
要
受
診
と
さ

れ
た
生
徒
が
31
％
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
う
ち
の
実
に

65
％
が
歯
科
医
院
を
受
診
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

多
く
の
む
し
歯
が
進
行
し
て
噛

み
に
く
い
状
態
に
な
る
「
口
腔

崩
壊
」
の
生
徒
が
い
る
と
回
答

し
た
学
校
が
35
％
あ
っ
た
▼
未

受
診
や
口
腔
崩
壊
の
背
景
に
は

様
々
な
要
因
が
絡
み
合
う
。
教

員
か
ら
は
口
腔
崩
壊
の
生
徒
の

家
庭
状
況
と
し
て
、
ひ
と
り

親
、
親
の
無
理
解
、
経
済
的
困

窮
、
育
児
放
棄
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
▼
子
ど
も
の
貧
困
は
世
界

的
な
問
題
だ
。
日
本
の
相
対
的

貧
困
率
は
３
人
に
１
人
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
２
人
に

１
人
で
あ
り
、
先
進
国
中
ア
メ

リ
カ
に
次
い
で
多
い
。
相
対
的

貧
困
と
は
、
国
民
の
給
与
の
中

間
値
を
算
出
し
、
そ
の
半
分
以

下
の
収
入
の
人
た
ち
を
指
す
。

口
腔
崩
壊
や
未
受
診
の
原
因
を

貧
困
だ
け
に
求
め
る
の
は
早
計

で
あ
る
が
、
民
医
連
の
調
査
で

は
、
生
活
保
護
受
給
者
よ
り
も

む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
成
人
に
口

腔
崩
壊
が
多
い
と
い
う
▼
ひ
と

り
親
家
庭
の
よ
う
に
受
診
す
る

時
間
が
な
い
と
い
う
時
間
的
貧

困
も
、
働
き
方
改
革
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
。
健
康
寿
命
の

延
伸
に
口
腔
保
健
が
重
要
で
あ

る
こ
と
も
時
間
的
貧
困
者
に
は

届
か
な
い
。
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
る
学
校
で
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
有
効
で
あ
る
が
、
16
％

の
学
校
で
歯
科
保
健
指
導
が
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
医
療
か

ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る

人
た
ち
に
私
た
ち
は
ど
う
働
き

か
け
る
の
か
、
医
療
者
は
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な
い
。 

（
九
）
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特別インタビュー　尾身茂JCHO理事長４～５面

６～７面

保険診療のてびき
私の歯科訪問診療の経験から

研
面
究 ８面

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
加
藤
擁
一
・
協
会
副
理

事
長
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を

す
す
め
る
兵
庫
の
会
の
井
山
和

重
・
事
務
局
長
、
神
戸
新
聞
社

の
三
上
喜
美
男
・
論
説
委
員
長

が
報
告
。

　

加
藤
副
理
事
長
は
、
協
会
の

「
学
校
歯
科
治
療
調
査
」
の
結

果
を
報
告
し
、
歯
科
受
診
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
の
未
受
診
率

が
65
％
、
口
腔
崩
壊
の
子
が
い

る
学
校
が
35
・
４
％
に
の
ぼ
る

な
ど
の
特
徴
は
、
他
府
県
５
協

会
の
調
査
と
比
較
し
て
概
ね
同

様
の
傾
向
で
あ
る
と
し
、
全
国

的
に
も
同
様
の
状
況
が
推
測
さ

れ
る
と
し
た
。
そ
の
背
景
と
し

て
、「
知
識
・
関
心
が
な
い
」

だ
け
で
な
く
「
時
間
が
な
い
」

「
お
金
が
な
い
、
い
く
ら
か
か

る
か
心
配
」
と
い
う
複
合
し
た

原
因
が
あ
る
と
分
析
し
た
。

　

井
山
氏
は
国
連
子
ど
も
の
権

　

足
立
了
平
・
協
会
理
事
（
神

戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔

保
健
学
科
教
授
）
が
「
歯
科
疾

患
の
健
康
格
差
と
そ
の
解
消
を

目
指
し
て
」
と
題
し
基
調
講

演
。

　

「
子
ど
も
の
む
し
歯
は
歯
磨

き
習
慣
を
教
え
な
い
親
の
責
任

で
あ
る
」
と
い
う
風
潮
に
対
し

て
、
疾
病
を
自
己
責
任
に
帰
す

る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
、「
低

所
得
者
ほ
ど
受
診
を
控
え
る
」

な
ど
の
大
規
模
調
査
の
研
究
結

果
を
紹
介
し
、
健
康
格
差
は
知

識
を
行
動
に
移
せ
る
だ
け
の
時

間
的
・
経
済
的
な
生
活
の
差
か

　

協
会
・
保
団
連
は
、「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連

絡
会
と
と
も
に
６
月
１
日
、
今

国
会
最
後
と
な
る
国
会
要
請
行

動
を
実
施
。
全
国
か
ら
集
め
た

「
医
療
・
介
護
の
負
担
増
の
中

止
を
求
め
る
」
署
名
、「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求

め
る
」
署
名
計
18
万
筆
を
国
会

へ
提
出
し
た
。
兵
庫
協
会
が
提

出
し
た
署
名
の
累
計
は
、「
医

療
・
介
護
の
負
担
増
中
止
」
１

万
１
０
７
筆
、「
保
険
で
良
い

歯
科
の
実
現
」
３
６
１
１
筆
と

な
っ
た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら
、
武
村
義
人

・
吉
岡
正
雄
・
川
村
雅
之
各
副

理
事
長
、
加
藤
隆
久
・
白
岩
一

心
両
理
事
、
冨
澤
洪
基
評
議
員

が
、「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
か
ら
、

雨
松
真
希
人
・
斎
藤
宣
明
両
歯

科
技
工
士
が
参
加
し
、
国
会
議

員
や
省
庁
へ
要
請
を
行
っ
た
。

　

国
会
議
員
と
の
懇
談
で
は
、

井
坂
信
彦
（
民
進
）・
堀
内
照

文
（
共
産
）
両
衆
議
院
議
員
と

面
談
。
井
坂
議
員
は
、「
毎
月

国
会
ま
で
来
て
い
た
だ
い
て
、

現
場
の
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
う

こ
と
は
大
変
勉
強
に
な
る
。
患

者
さ
ん
目
線
で
、
全
力
で
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

堀
内
議
員
は
介
護
利
用
料
３

割
引
き
上
げ
を
盛
り
込
ん
だ
介

護
保
険
法
改
正
に
つ
い
て
、
社

会
保
障
に
お
け
る
国
の
責
任
を

後
退
さ
せ
、
自
助
・
共
助
を
強

い
る
も
の
だ
と
批
判
。
署
名
の

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
「
集
め

て
い
た
だ
い
た
署
名
は
、
国
会

論
戦
に
お
い
て
非
常
に
力
に
な

っ
て
い
る
。
引
き
続
き
奮
闘
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

歯
科
診
療
報
酬
改
善

厚
労
省
に
要
請

　

同
日
に
は
、
保
団
連
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
厚
労
省
要
請

を
、
堀
内
照
文
衆
院
議
員
の
仲

介
で
行
い
、「
か
強
診
」
な
ど

歯
科
診
療
報
酬
の
不
合
理
是
正

要
求
と
、
医
療
・
介
護
同
時
改

定
に
向
け
た
改
善
要
求
23
項
目

を
要
請
し
た
。

　

歯
科
診
療
報
酬
改
善
に
つ
い

て
、
保
険
局
医
療
課
課
長
補
佐

の
小
嶺
祐
子
氏
が
、
歯
科
に
係

る
介
護
報
酬
改
善
に
つ
い
て

は
、
老
健
局
老
人
保
健
課
医
療

・
介
護
連
携
技
術
推
進
官
の
青

木
仁
氏
が
応
対
し
、
要
請
へ
の

回
答
・
懇
談
を
行
っ
た
。

歯
科
技
工
問
題
で
懇
談

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
で
は
、
歯
科

技
工
問
題
に
つ
い
て
公
正
取
引

委
員
会
・
中
小
企
業
庁
と
意
見

交
換
を
行
い
、
兵
庫
か
ら
は
雨

松
歯
科
技
工
士
（
同
会
会

長
）、
吉
岡
副
理
事
長
、
加
藤

理
事
、
斎
藤
歯
科
技
工
士
が
出

席
し
た
。

　

公
正
取
引
委
員
会
の
松
本
博

明
相
談
指
導
室
長
、
中
小
企
業

庁
の
田
邉
国
治
取
引
課
課
長
補

佐
が
応
対
し
、
歯
科
医
と
歯
科

技
工
所
間
で
の
厚
労
省
大
臣
告

示
に
お
け
る
歯
科
技
工
物
の
取

引
と
独
占
禁
止
法
と
の
関
係
な

ど
に
つ
い
て
見
解
を
聞
い
た
。

ら
生
ま
れ
る
部
分
が
大
き
い
と

し
た
。

　

そ
し
て
、
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ー

モ
ッ
ト
世
界
医
師
会
長
の
「
健

康
格
差
を
是
正
す
る
方
法
は
、

ど
れ
だ
け
社
会
保
障
に
国
の
予

算
を
使
う
か
だ
」
と
の
発
言
を

紹
介
し
、
口
腔
崩
壊
へ
の
社
会

的
対
応
と
し
て
、
①
健
全
な
医

院
経
営
の
た
め
の
診
療
報
酬
の

増
額
、
②
窓
口
負
担
の
軽
減
・

無
料
化
、
③
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
、
④
社
会
保
障
の
充

実
、
⑤
貧
富
の
差
を
拡
大
さ
せ

な
い
経
済
政
策
が
必
要
と
し

た
。

利
委
員
会
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
紹
介
。
県
内
の
子
ど
も
の

人
権
の
実
態
を
国
連
に
届
け
る

た
め
に
、
学
校
歯
科
治
療
調
査

を
参
考
に
報
告
書
を
作
成
し
た

い
と
し
た
。

　

三
上
氏
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

企
画
当
日
（
６
月
４
日
）
の
神

戸
新
聞
朝
刊
の
社
説
で
、
学
校

歯
科
治
療
調
査
を
取
り
上
げ
た

こ
と
を
紹
介
し
、
学
校
医
へ
の

取
材
で
「
こ
こ
数
年
で
極
端
に

症
状
の
悪
い
生
徒
が
散
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
幼
稚
園

児
に
も
口
腔
崩
壊
が
見
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
子
ど
も
は
口
の

中
を
隠
そ
う
と
会
話
が
少
な
く

な
り
、
消
極
的
な
性
格
に
な
り

が
ち
だ
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

っ
た
と
し
、
今
後
も
協
会
か
ら

の
情
報
発
信
に
期
待
し
た
い
と

し
た
。

　

冨
澤
洪
基
評
議
員
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
吉
岡
正
雄
副
理

事
長
（
連
絡
会
代
表
世
話
人
）

が
開
会
あ
い
さ
つ
、
川
村
雅
之

副
理
事
長
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を

行
い
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
の
実
現
を
求
め
る
」
署
名
の

協
力
を
訴
え
た
。
終
了
後
、
歯

の
健
康
相
談
を
行
い
、
３
件
の

相
談
が
あ
っ
た
。

　

口
腔
崩
壊
の
子
を
な
く
す
た
め
に
必
要
な
対
応
と
は
―
―
。

協
会
な
ど
で
つ
く
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫

連
絡
会
は
６
月
４
日
、
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
口
か
ら
見
え
る

貧
困　

健
康
格
差
の
解
消
を
目
指
し
て
」
を
協
会
会
議
室
で
開

催
。
歯
科
医
療
関
係
者
、
市
民
ら
80
人
が
参
加
し
、
口
腔
崩
壊

と
経
済
的
貧
困
の
現
状
を
、
医
療
、
教
育
、
メ
デ
ィ
ア
の
各
分

野
か
ら
多
角
的
に
考
察
し
た
。

足立了平・神戸常盤大学短期大学部教授（上）
や三上喜美男・神戸新聞論説委員長（下右）、
井山和重・子どもの権利条約をすすめる兵庫の
会事務局長（下中央）、加藤擁一・協会副理事長
（下左）が口から見える貧困について報告した

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」連
絡
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
口
か
ら
見
え
る
貧
困
」

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」連
絡
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
口
か
ら
見
え
る
貧
困
」

健
康
格
差
解
消
は
社
会
的
対
応
で

健
康
格
差
解
消
は
社
会
的
対
応
で堀内照文議員（①右４人目）に署名を

手渡す（①左から）白岩理事、川村・
武村両副理事長、加藤理事、（１人とば
して）斎藤氏、吉岡副理事長、雨松
氏。井坂信彦議員（②左）に要請

●①

●②

６・
１
中
央
要
請

負担増中止／保険で良い歯科求め負担増中止／保険で良い歯科求め

署名１万３千筆を提出署名１万３千筆を提出

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

日　時　６月18日（日）13時30分～
会　場　チサンホテル神戸　（阪神・阪急・山陽「高速神戸」駅直結）
•総会議事　13時30分～
•記念講演　15時30分～

　　　    「がん治療最前線
　　　　　   分子標的薬トラメチニブの発見」
　　　　　　　　京都府立医科大学大学院医学研究科
　　　　　　　　分子標的癌予防医学教授
 酒井　敏行先生　
•懇親会　17時～

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

小
西　

玄
人
先
生

姫
路
市　

眼
科

５
月
22
日 

享
年
63
歳

小
野
寺
寿
夫
先
生

東
灘
区　

小
児
科

４
月
５
日 

享
年
87
歳

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
歯
科
部

会
と
共
催
で
５
月
13
日
、
三
田

市
内
で
「
歯
科
に
お
け
る
『
個

別
指
導
』
の
現
状
と
対
策
」
と

題
す
る
歯
科
会
員
懇
談
会
を
開

催
し
、
歯
科
医
師
ら
14
人
が
参

加
し
た
。
六
甲
法
律
事
務
所
の

松
田
昌
明
弁
護
士
が
「
個
別
指

導
の
法
的
根
拠
と
問
題
点
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
後
、
協
会

で
作
成
し
た
「
歯
科
模
擬
指
導

Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
視
聴
す
る
と
と
も

に
、
川
村
雅
之
副
理
事
長
が
兵

庫
県
に
お
け
る
指
導
の
現
状
、

主
な
指
摘
事
項
に
つ
い
て
話
題

提
供
を
行
い
、
意
見
交
換
し

た
。
福
田
隆
光
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

　

環
境
・
公
害
対
策
部
と
文
化

部
は
５
月
14
日
、
共
催
で
初
夏

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
企
画
「
弓
削

牧
場
で
チ
ー
ズ
作
り
体
験
！
バ

イ
オ
ガ
ス
利
用
と
循
環
型
社
会

を
考
え
る
〜
フ
レ
ッ
シ
ュ
野
菜

と
チ
ー
ズ
の
ラ
ン
チ
を
満
喫

〜
」
を
開
催
。
会
員
、
家
族
、

ス
タ
ッ
フ
ら
32
人
が
参
加
し

た
。
尼
崎
市
・
陳
医
院
の
陳
薫

子
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

風
薫
る
５
月
の
日
曜
日
、
神

戸
市
北
区
の
弓
削
牧
場
で
の
ラ

ン
チ
に
心
誘
わ
れ
、
協
会
の
初

夏
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
企
画
に
参

加
し
た
。

　

谷
上
駅
に
朝
９
時
に
集
合

し
、
山
田
道
（
山
道
）
を
た
ど

り
、
さ
わ
や
か
な
水
音
を
聞
き

な
が
ら
小
一
時
間
ハ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
だ
。

イ
ブ
レ
ッ
ド
ま
た
は
も
ち
麦
ラ

イ
ス
、
地
鶏
の
ハ
ー
ブ
焼
き
、

デ
ザ
ー
ト
（
４
種
よ
り
選
択
）

と
、
大
満
足
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

食
後
は
牛
の
飼
育
場
、
搾
乳

舎
な
ど
、
自
然
に
近
い
状
態
で

の
牛
の
生
活
を
見
学
。
牛
乳
の

お
い
し
さ
を
再
認
識
で
き
た
。

　

最
後
に
、
牛
の
ふ
ん
尿
か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
抽
出
す
る
バ
イ

オ
ガ
ス
装
置
の
説
明
は
、
弓
削

氏
の
熱
心
な
研
究
に
よ
る
成
果

で
あ
る
こ
と
が
随
所
に
う
か
が

え
、
長
年
の
ご
苦
労
が
し
の
ば

れ
た
。
な
に
し
ろ
牛
の
ふ
ん
尿

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
地
産

地
消
は
、
今
ま
で
の
環
境
破
壊

を
行
っ
て
き
た
わ
れ
わ
れ
の
歴

史
と
は
真
逆
の
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
ま
だ
ま
だ
未
開
発
の
部
分

が
多
い
と
聞
く
が
、
弓
削
氏
の

並
々
な
ら
ぬ
熱
意
に
圧
倒
さ
れ

た
。
夢
を
一
歩
一
歩
実
現
さ
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
企
画
は
、
環
境
、
文

化
、
健
康
と
、
ト
ー
タ
ル
に
楽

し
め
る
１
日
と
な
り
、
環
境
・

公
害
対
策
部
長
の
森
岡
芳
雄
先

生
を
は
じ
め
、
協
会
事
務
局
の

方
々
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
、
筆
を
お
き
た
い
。

【
尼
崎
市
・
陳
医
院　

 

陳　
　

薫
子
】

　

牧
場
に
着
く
と
、

さ
っ
そ
く
牧
場
長
の

弓
削
忠
生
氏
か
ら
チ

ー
ズ
の
歴
史
、
つ
く

り
方
な
ど
幅
広
い
講

義
と
チ
ー
ズ
作
り
の

実
習
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
楽
し
み

だ
っ
た
ラ
ン
チ
は
、

自
家
製
生
チ
ー
ズ
の

オ
ー
ド
ブ
ル
、
ハ
ー

ブ
た
っ
ぷ
り
の
サ
ラ

ダ
、
ホ
エ
ー
（
乳

清
）
を
使
っ
た
シ
チ

ュ
ー
、
キ
ャ
ラ
ウ
ェ

　

自
分
自
身
、「
個
別
指
導
」

と
聞
く
と
「
嫌
な
も
の
、
怖
い

も
の
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
も

の
で
し
た
。
今
回
の
講
習
で

は
、
個
別
指
導
の
種
類
な
ど
基

本
的
な
こ
と
か
ら
、
指
導
・
監

査
の
流
れ
、
個
別
指
導
に
選
定

さ
れ
る
理
由
や
指
導
の
実
施
状

況
な
ど
を
く
わ
し
く
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
指
導
風
景

を
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
て
拝
見
し
、
指
導

医
療
官
と
事
務
官
と
の
や
り
と

会
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
な
か

で
驚
い
た
こ
と
の
一
つ
は
、
指

導
の
場
に
弁
護
士
を
帯
同
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
弁
護

士
の
帯
同
に
よ
り
、
そ
れ
で
な

く
て
も
心
細
い
指
導
に
対
す
る

心
理
的
な
支
え
や
精
神
安
定
剤

と
な
り
、
質
問
に
も
落
ち
着
い

て
受
け
答
え
し
や
す
く
な
る
の

は
明
白
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

今
回
の
講
習
を
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
個
別
指
導
な
ど
に

は
で
き
れ
ば
選
定
さ
れ
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
万
が
一

選
定
さ
れ
た
と
し
て
も
う
ろ
た

え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ

か
ら
の
日
々
の
診
療
に
お
け
る

適
切
な
診
療
録
の
記
載
を
勉
強

し
、
今
後
も
徹
底
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
三
田
市
・
歯
科　

 

福
田　

隆
光
】

　

但
馬
支
部
は
歯
科
部
会
と
共

催
で
４
月
29
日
、
豊
岡
市
内
で

歯
科
会
員
懇
談
会
「
最
近
の
指

導
で
の
主
な
指
摘
事
項
と
カ
ル

テ
記
載
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
開
催

し
、
歯
科
医
師
ら
10
人
が
参
加

し
た
。「
歯
科
模
擬
指
導
Ｄ
Ｖ

Ｄ
」
を
視
聴
後
、
川
村
雅
之
副

理
事
長
が
話
題
提
供
を
行
い
、

意
見
交
換
し
た
。
中
村
利
央
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

い
つ
も
保
険
医
協
会
の
皆
さ

ま
に
は
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
但
馬
で
の
歯
科
会
員
懇

談
会
も
今
回
で
５
回
目
と
お
聞

き
し
ま
し
た
。
私
個
人
的
に
は

２
回
目
の
出
席
だ
っ
た
と
思
う

の
で
す
が
、
今
回
も
含
め
毎
回

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

が
、
こ
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い

て
お
話
を
聞
く
機
会
は
な
か
な

か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
冒
頭
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
で
の
模
擬
個
別
指
導
の
様

子
は
非
常
に
興
味
深
く
、
か
つ

分
か
り
や
す
く
拝
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
実
際
の
指
導

の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
し
、
指
導
時
の
録
音

や
弁
護
士
帯
同
も
許
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
こ
と

で
、
結
果
が
変
わ
る
可
能
性
が

大
い
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
険
医
協

会
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
知
り
、
安
心
し
て
お
ら

れ
る
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
談
会
で
も
、
資

料
を
元
に
、
指
導
で
の
主
な
指

摘
事
項
や
、
漏
れ
や
す
い
カ
ル

テ
記
載
、
Ｐ
の
流
れ
と
Ｓ
Ｐ
Ｔ

の
活
用
、
エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う

蝕
へ
の
フ
ッ
化
物
塗
布
の
管
理

方
法
な
ど
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
普
段
な
か
な

か
で
き
な
い
保
険
請
求
の
疑
問

を
質
問
で
き
、
か
つ
、
て
い
ね

い
に
最
新
の
情
報
を
交
え
て
ご

返
答
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。
最
後
に
は
、
予
定

時
刻
を
過
ぎ
る
ほ
ど
の
盛
り
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
実
践
的
な
内
容
に

つ
い
て
、
今
日
の
よ
う
に
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
力
を
抜
い
て

意
見
を
交
わ
し
合
え
る
よ
う
な

懇
談
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【
豊
岡
市
・
歯
科　

 

中
村　

利
央
】

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
遠
方
よ
り
但
馬
の

地
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

講
師
の
先
生
に
は
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
お
作
り
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
初
日
に
も

関
わ
ら
ず
、
出
席
さ
れ
た

先
生
方
が
本
当
に
熱
心
に

質
問
を
さ
れ
て
い
る
の
に

は
頭
が
下
が
る
思
い
で
し

た
。

　

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
最
近
の
指
導
で
の
主

な
指
摘
事
項
と
カ
ル
テ
記

載
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
し
た

り
を
見
せ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
に
よ
り
、

指
導
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
イ
メ
ー
ジ
で

き
ま
し
た
。
勤
務
医

の
と
き
は
考
え
た
こ

と
も
な
か
っ
た
よ
う

な
内
容
で
、
新
規
指

導
を
控
え
る
身
と
し

て
は
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
や
は
り

個
別
指
導
と
聞
く
と

身
構
え
る
の
が
実
際

の
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
講
習

感 想 文

感
想
文

弓削氏（左端）より牛のふん尿から抽出した
メタンガスの活用法を教わる　　　　　　　

弓削牧場で循環型社会を考える

最先端をいく牧場

松田弁護士が個別指導の法的根拠を解説し、
川村先生が指導の現状を報告した　　　　　

指
導
に
つ
い
て

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

北
摂
・
丹
波
支
部　

歯
科
会
員
懇
談
会

北
摂
・
丹
波
支
部　

歯
科
会
員
懇
談
会

保険請求の疑問
気軽に質問

但馬支部　歯科会員懇談会但馬支部　歯科会員懇談会

診療上の疑問点などざっくばらんに意見交換した

〈歯科治療総合医療管理料（医管）、在宅患者歯科治療総合医療管理料（在歯管）〉
～疑義解釈（その11）５月26日付より抜粋～

Ｑ１　医管（Ⅰ）および在歯管（Ⅰ）について、算定対象となる処置等を開始
し、必要な医学管理を行っている際に、患者の容体の急変等によりやむを得ず治
療を中止し処置等の算定を行わなかった場合、医管、在歯管を算定できるか。
Ａ１　算定できます。カルテと、レセプト摘要欄にその旨を記載してください。

〈口腔内カラー写真〉
Ｑ２　歯科疾患管理料のエナメル質初期う蝕管理加算とフッ化物歯面塗布処置の
エナメル質初期う蝕に罹患している患者の場合について、その部位の口腔内カラ
ー写真の撮影が要件とされているが、あわせて歯周病検査の実施にあたり、プラ
ークコントロールの動機付けを目的として５枚法の口腔内カラー写真の撮影を行
った場合、口腔内写真検査は算定できるか。
Ａ２　算定できます。

Ｑ３　口腔内写真検査の算定要件が「歯周病検査を行った場合において」から
「歯周病検査を実施する場合において」に変更になったが、歯周病検査を算定す
る前に口腔内写真検査を算定できるか。
Ａ３　算定できます。１回の歯周病検査に対して、その実施前と実施後の２回算
定することはできません。同一初診中１回の算定ではなく、２回目以降の歯周病
検査においても必要に応じて行った場合は、その都度算定できます。

Ｑ４　歯冠補綴時色調採得検査は、前歯部に対して、硬質レジン部の色調を決定
することを目的として、隣在歯等と色調見本を同時に口腔内カラー写真で撮影し
た場合に、歯冠補綴歯１歯につき１枚に限り算定するとあるが、写真撮影の費用
は別で算定可能か。また、歯科技工所にメールで写真を送ることでも算定可能か。
Ａ４　写真撮影の費用は所定点数に含まれ別に算定できません。撮影した口腔内
カラー写真は印刷して歯科技工指示書に添付する必要があります。協会が厚労省
に改善要請していますが、外注技工所にメールで送信しただけでは算定要件を満
たしません。

【薬剤情報提供料】
１ ．情報提供を行うべき内容（用法、用量、副作用又は相互作用）について、記
載がないまたは不十分な例が認められたので改めること。
２ ．薬剤情報提供料について、同月内で、同一の投薬内容で複数回算定している
例が認められたので改めること。

歯科保険請求
90

◆『平成27年度個別指導（歯科）における主な指摘事項』
 近畿厚生局HPより抜粋⑥◆

感
想
文
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前
県
政
時
か
ら

ほ
ぼ
５
割
カ
ッ
ト

　

福
祉
医
療
の
た
め
の
県
費
助

成
総
額
は
、
貝
原
前
知
事
の
最

後
の
年
、
２
０
０
１
年
度
の
予

算
が
１
８
３
億
円
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
井
戸
県
政
の
２
０

１
６
年
度
予
算
は
１
０
１
億
円

で
あ
る
。
２
０
０
１
年
度
よ
り

も
82
億
円
少
な
く
、
ほ
ぼ
５
割

カ
ッ
ト
で
あ
る
（
図
１
）。

老
を
廃
止

　

老
人
医
療
費
助
成
制
度

（
老
）
は
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
低
所
得
高
齢
者
に
対
し
て

医
療
費
の
１
割
を
助
成
す
る
も

の
。

　

貝
原
県
政
の
２
０
０
１
年
度

　

兵
庫
県
知
事
選
挙
が
15
日
に
告
示
さ
れ
た
。
井
戸
県
政
４
期

16
年
の
実
績
が
県
民
か
ら
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
医
療
に
か

か
わ
る
主
な
県
政
の
課
題
の
う
ち
、
老
人
医
療
費
や
こ
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
な
ど
福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

は
７
割
で
あ
っ
た
。
井
戸
知
事

が
「
50
％
堅
持
」
と
し
た
２
０

０
５
年
は
、
人
口
32
万
人
に
対

し
て
対
象
者
数
15
万
人
で
、
井

戸
知
事
は
全
国
一
の
水
準
と
胸

を
は
っ
た
が
、
実
際
に
は
貝
原

県
政
時
代
よ
り
も
２
割
の
減
少

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
65
〜
69

歳
人
口
は
増
え
続
け
た
が
、
対

象
者
は
削
減
が
続
き
、
２
０
１

５
年
の
対
象
者
率
は
わ
ず
か
５

％
ま
で
低
下
し
た
。

　

２
０
０
９
年
の
知
事
選
挙
で

協
会
は
、
井
戸
知
事
に
公
約
違

反
と
し
て
抗
議
し
、
質
問
状
を

届
け
た
が
、
井
戸
知
事
は
「
回

答
い
た
し
か
ね
る
」
と
し
、
自

ら
公
約
違
反
を
認
め
た
に
等
し

い
姿
勢
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
今

年
度
、
７
月
か
ら
は
老
人
医
療

費
助
成
制
度
の
廃
止
が
決
定
し

て
い
る
。

　

代
わ
っ
て
新
制
度
を
創
設
す

る
と
い
う
も
の
の
、
対
象
者
の

要
件
に
、「
要
介
護
２
以
上
」

を
追
加
す
る
た
め
、
区
分
２
の

対
象
者
は
、
わ
ず
か
「
数
百

予
算
は
約
74
憶
円
だ
っ
た
が
、

井
戸
県
政
の
２
０
１
６
年
度
予

算
は
約
６
憶
円
へ
と
、
68
億
円

も
削
減
さ
れ
た
。

　

所
得
制
限
の
改
定
は
５
回
に

も
及
び
、
回
を
追
う
ご
と
に
厳

し
く
し
た
。
そ
の
結
果
、
対
象

者
は
２
０
０
０
年
度
の
21
万
７

２
０
０
人
か
ら
、
２
０
１
６
年

度
２
万
２
０
０
人
へ
と
、
10
分

の
１
に
縮
小
し
た
。

　

井
戸
知
事
は
、
老
に
つ
い
て

２
０
０
５
年
の
知
事
選
挙
で

「
対
象
者
率
50
％
を
堅
持
し
て

全
国
一
の
医
療
費
助
成
水
準
を

確
保
し
ま
す
」
と
公
約
し
て
い

た
。
対
象
者
率
と
は
、
65
歳
〜

69
歳
人
口
の
う
ち
、
制
度
の
対

象
と
な
る
人
口
の
割
合
の
こ
と

で
、
貝
原
県
政
時
代
の
２
０
０

０
年
は
人
口
31
万
人
の
う
ち
対

象
数
は
21
万
人
で
、
対
象
者
率

人
」
程
度
（
県
医
療
保
険
課
）

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

こ
ど
も
医
療
助
成
額

４
億
円
削
減

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
全

国
的
に
拡
充
す
る
傾
向
に
あ

り
、
兵
庫
県
も
「
中
学
３
年
生

ま
で
」
を
対
象
に
拡
大
し
て
い

る
。
当
会
の
調
査
で
は
、
２
０

１
６
年
度
に
「
中
学
３
年
生
ま

で
窓
口
負
担
無
料
」
を
実
施
し

た
県
下
の
市
町
は
34
市
町
で
、

全
41
市
町
の
８
割
に
及
ぶ
。

　

一
見
、
県
制
度
が
拡
充
し
た

か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
は

県
費
助
成
額
は
減
少
し
て
い

る
。

　

貝
原
県
政
の
２
０
０
１
年

度
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

予
算
は
約
43
憶
円
だ
っ
た
が
、

井
戸
県
政
の
２
０
１
６
年
度

は
、「
乳
幼
児
」「
こ
ど
も
医

療
」
の
合
計
は
39
億
円
で
、
４

億
円
減
少
し
て
い
る
（
図
２
）。

　

対
象
を
広
げ
て
い
る
の
に
、

助
成
額
は
な
ぜ
減
少
し
て
い
る

の
か
。
こ
の
理
由
は
、
所
得
制

限
の
強
化
と
、
窓
口
負
担
へ
の

助
成
額
が
少
な
い
こ
と
に
あ

る
。

　

34
市
町
で
窓
口
負
担
が
無
料

化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
各

市
町
の
独
自
財
源
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
。
県
は
患
者
が
負
担

す
る
医
療
費
３
割
に
対
し
て
、

０
・
５
割
分
を
県
費
で
助
成
す

る
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
２
・
５

割
分
は
、
市
町
が
負
担
し
て
い

る
。
井
戸
知
事
は
、「
無
料
化

に
は
反
対
」
と
の
立
場
を
表
明

し
て
い
る
が
、
子
育
て
世
代
の

負
担
を
減
ら
す
少
子
化
対
策
と

し
て
、
市
町
は
県
の
姿
勢
を
乗

り
越
え
て
無
料
化
を
実
施
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
自
治
体
調
査
で
、

助
成
範
囲
を
高
校
生
ま
で
広
げ

た
県
下
市
町
が
６
市
町
に
な
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
県
が
助

成
内
容
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
市

町
の
努
力
で
「
中
学
３
年
生
ま

で
無
料
」
を
全
県
に
広
げ
、
さ

ら
に
高
校
生
ま
で
無
料
に
拡
大

す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ

る
。母

11
億
円
か
ら

５
億
円
へ
半
減

　

母
子
家
庭
等
一
人
親
世
帯
に

対
す
る
医
療
費
助
成
も
、
助
成

額
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い

る
。
助
成
額
の
最
高
は
２
０
０

４
年
度
の
15
億
円
で
、
２
０
１

６
年
度
予
算
は
５
億
円
へ
と
３

分
の
１
に
削
減
さ
れ
、
対
象
者

も
11
万
人
か
ら
３
万
７
８
０
０

人
へ
と
３
分
の
１
に
削
減
さ
れ

た
。
こ
こ
で
の
改
悪
の
や
り
方

も
所
得
制
限
の
強
化
で
あ
る
。

重
度
心
身
障
害

一
人
当
た
り
助
成
額
減
少

　

重
度
障
害
、
お
よ
び
高
齢
重

度
障
害
の
予
算
は
、
貝
原
県
政

時
代
よ
り
も
、
わ
ず
か
に
増
額

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
対
象
に
な
る
障
害

者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
一

人
当
た
り
の
助
成
額
は
２
０
０

１
年
度
７
万
円
か
ら
、
２
０
１

６
年
度
５
万
４
千
円
へ
と
減
少

し
て
い
る
。

財
政
力
全
国
９
位
で

な
ぜ
削
減
な
の
か

　

井
戸
県
政
の
も
と
で
福
祉
医

療
は
大
打
撃
を
受
け
て
き
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

井
戸
知
事
は
、
県
財
政
の
た

め
と
い
う
が
、
県
予
算
の
歳
出

総
額
約
２
兆
円
（
２
０
１
４
年

度
・
１
兆
９
９
７
０
億
円
）
の

う
ち
、
福
祉
医
療
費
は
０
・
５

％
に
す
ぎ
な
い
。

　

兵
庫
県
の
財
政
力
は
、
総
務

省
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
「
財

政
力
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ

る
と
、
９
位
に
位
置
し
て
い

る
。
ベ
ス
ト
10
に
入
る
余
力
の

あ
る
県
で
、
な
ぜ
福
祉
医
療
を

削
減
す
る
の
か
。
県
幹
部
は

「
他
県
は
も
っ
と
削
減
し
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

財
政
力
が
あ
り
な
が
ら
福
祉
医

療
を
削
減
し
、「
他
は
も
っ
と

ひ
ど
い
、
う
ち
は
ま
し
」
と
横

並
び
意
識
で
合
理
化
す
る
の

は
、
県
民
の
実
態
を
知
ろ
う
と

も
し
な
い
官
僚
県
政
の
証
で
あ

ろ
う
。

　

市
町
の
努
力
で
「
中
学
３
年

生
ま
で
医
療
費
無
料
」
が
実
現

し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
井

戸
県
政
の
実
績
で
は
な
い
。
県

が
真
剣
に
福
祉
医
療
の
拡
充
に

努
力
す
る
な
ら
、
県
民
医
療
は

大
幅
に
拡
充
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

く
の
権
利
を
遂
行
し
な
い
手
は

な
い
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
風
に
言
っ

て
は
み
た
も
の
の
、
立
候
補
者

の
名
前
を
記
入
す
る
際
、
地
方

選
挙
の
と
き
に
い
つ
も
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
。
ペ
ン
を
持
つ
手

に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
感
情
が
移
入

で
き
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
？

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
票
を

投
じ
る
こ
と
と
、
一
票
を
投
じ

た
い
と
思
わ
せ
る
候
補
者
が
見

当
た
ら
な
い
の
で
、
私
は
投
票

所
で
と
ま
ど
う
の
で
あ
る
。

　

５
選
を
目
指
す
現
知
事
、
彼

以
外
に
前
市
長
、
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
、
元
兵
庫
労
連
議
長
ら
が
立

候
補
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。
誰
に
一
票
を
投
じ
る
か
は

当
然
公
約
の
中
身
が
優
先
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
が
、
私
な
り
の

候
補
者
を
選
ぶ
基
準
が
あ
る
。

第
一
に
人
格
者
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
多
選
で
な
い
こ
と
、
こ

の
二
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
ず
っ

と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

る
。

　

さ
て
、
県
知
事
選
が
近
づ
い

て
き
た
。
関
心
が
あ
る
と
言
え

ば
そ
う
だ
し
、
関
心
が
な
い
と

言
え
ば
確
か
に
そ
う
と
も
言
え

る
。
そ
れ
で
も
投
票
日
の
朝
に

ひ
ど
い
二
日
酔
い
で
あ
っ
て

も
、
梵
鐘
（
ぼ
ん
し
ょ
う
）
が

鳴
り
響
く
頭
を
か
か
え
な
が
ら

投
票
所
に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
い
た
っ

て
シ
ン
プ
ル
で
、
民
主
主
義
国

家
を
維
持
す
る
た
め
の
せ
っ
か

先
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
は
財
政
的
に

見
れ
ば
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
て

き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
そ
の
遺
産
は
財
政

の
お
荷
物
と
な
っ
て
い
る
場
合

も
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
ら
で
方
向
転
換
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

公
共
土
木
工
事
か
ら
、
公
共

社
会
福
祉
（
医
療
・
教
育
補
助

を
含
む
）
へ
の
転
換
で
す
。

　

兵
庫
県
小
野
市
で
は
こ
の
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。
財
政
に
お
い
て
は
近

隣
市
町
村
に
比
べ
最
も
よ
い
と

言
わ
れ
て
い
る
し
、
市
税
、
水

道
料
金
も
安
く
、
地
価
も
上
昇

　

兵
庫
県
で
職
に
つ
き
、
兵
庫

県
で
居
を
構
え
、
兵
庫
県
で
子

を
育
て
、
兵
庫
県
で
多
く
の
仲

間
と
出
会
い
、
人
生
の
ゴ
ー
ル

も
つ
い
で
に
兵
庫
県
で
！　

こ

れ
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

　

私
は
大
阪
生
ま
れ
の
大
阪
育

ち
で
あ
る
が
、
気
づ
け
ば
30
数

年
も
の
あ
い
だ
兵
庫
県
に
居
着

い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
か

な
か
の
長
期
生
県
（
長
き
に
わ

た
り
同
じ
県
で
生
活
を
し
て
き

た
と
い
う
私
の
造
語
）
で
あ

　

県
政
を
問
い
直
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

そ
れ
は
、
公
共
土
木
工
事
優

先
な
の
か
公
共
社
会
福
祉
（
医

療
・
教
育
補
助
を
含
む
）
優
先

な
の
か
に
つ
い
て
で
す
。
そ
し

て
こ
の
二
択
の
う
ち
、
ど
ち
ら

が
財
政
を
潤
す
こ
と
に
な
る
の

か
の
観
点
で
す
。

　

ど
ち
ら
が
企
業
利
益
が
上
が

る
の
か
、
ど
ち
ら
が
県
民
の
生

活
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
の
か
、

あ
る
い
は
県
民
の
財
産
で
あ
る

地
価
の
上
昇
に
は
ど
ち
ら
が
有

利
な
の
か
で
す
。

　

今
ま
で
は
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
て
企
業
誘
致
を
促
進
さ
せ
る

た
め
に
、
公
共
土
木
工
事
を
優

し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

そ
れ
を
県
レ
ベ
ル
で
も
っ
と

強
力
に
推
進
す
れ
ば
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
県
民
の
消
費

に
回
す
お
金
も
増
え
、
企
業
に

よ
る
財
の
生
産
も
そ
れ
に
つ
れ

増
え
て
企
業
業
績
も
上
が
り
、

給
与
所
得
も
増
え
、
法
人
税
収

も
個
人
所
得
税
収
も
上
が
る
と

い
う
も
の
で
す
。
つ
い
で
に
消

費
税
収
ま
で
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
県
財
政
も

好
転
に
向
か
う
で
し
ょ
う
。
こ

れ
で
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
良

い
循
環
が
始
ま
り
ま
す
。

　

〝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
〞
が
口
先
だ
け
だ
っ
た
民
主

党
の
政
策
を
、
県
レ
ベ
ル
で
は

実
際
に
や
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

図１　福祉医療予算183億円から101億円へ82億円カット

図２　「乳幼児＋こども医療費」総額は４億円減
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医
療
を
取
り
巻
く
問
題
に

医
療
を
取
り
巻
く
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

積
極
的
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

保
険
医
療
機
関
の
責
任
者
に
な
る

保
険
医
療
機
関
の
責
任
者
に
な
る

医
師
は
医
師
不
足
地
域
へ

医
師
は
医
師
不
足
地
域
へ

　

西
山　

本
日
は
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
緒
に
仕

事
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
短
い

期
間
で
し
た
の
で
、
覚
え
て
い

て
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。

　

尾
身　

お
久
し
ぶ
り
で
す
。

本
当
に
懐
か
し
い
で
す
ね
。
ハ

ワ
イ
で
の
国
際
救
急
医
学
会
に

一
緒
に
参
加
し
た
こ
と
も
覚
え

て
い
ま
す
よ
。

　

西
山　

そ
の
後
、
先
生
の
世

界
的
な
活
動
は
様
々
な
と
こ
ろ

で
見
聞
き
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
で
西
太
平
洋
地
域
で
の
ポ
リ

オ
根
絶
を
成
功
さ
せ
た
り
、
第

５
代
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
長

と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
）
対
策
の
陣
頭

指
揮
を
執
ら
れ
た
り
大
変
な
ご

活
躍
で
し
た
。
現
在
は
、
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
で
、
初
代
理
事
長
の
重
責

を
担
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

尾
身　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
社
会
保

険
病
院
、
厚
生
年
金
病
院
、
船

員
保
険
病
院
と
い
う
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
を
統
合
し
２
０
１
４
年

に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
、
全
国

で
57
病
院
１
万
６
１
７
５
床
を

擁
し
て
い
ま
す
。
ま
た
病
院
の

他
に
介
護
老
人
保
健
施
設
26
施

設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

25
施
設
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
10
施
設
、
看
護
専
門
学
校

７
施
設
な
ど
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
安

心
の
地
域
医
療
を
支
え
る
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
」
で
す
。
具
体
的
に
は

「
Ｉ
Ｔ
化
」「
地
域
包
括
ケ

ア
」「
総
合
診
療
医
の
育
成
」

「
医
師
派
遣
」
の
四
つ
の
柱
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
Ｉ
Ｔ
化
」
は
、「
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
ク
ラ
ウ
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
全
体
の

医
療
情
報
を
一
元
管
理
し
よ
う

と
い
う
事
業
で
す
。
こ
れ
は
広

域
災
害
時
に
お
い
て
患
者
さ
ん

の
診
療
情
報
を
速
や
か
に
確
認

し
、
必
要
な
医
療
機
関
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。
医
療
機
関
ご
と
の
電
子
カ

ル
テ
な
ど
に
シ
ス
テ
ム
が
広
が

れ
ば
、
重
複
投
薬
な
ど
も
防
ぐ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
関
し

て
は
、
全
て
の
病
院
に
「
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
室
」
を
設
置
し

「
地
域
協
議
会
」
を
開
き
、
病

　

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
：
ジ

ェ
イ
コ
ー
）
理
事
長
で
政
府
の
「
新
た
な
医
療
の
在
り
方
を
踏

ま
え
た
医
師
・
看
護
師
等
の
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
」
な
ど

で
積
極
的
に
政
策
提
言
を
し
て
い
る
尾
身
茂
先
生
に
西
山
理
事

長
が
話
を
聞
い
た
。
尾
身
先
生
と
西
山
先
生
は
帝
京
大
学
医
学

部
附
属
病
院
の
現
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
同
時
期
に
勤
務

経
験
を
持
つ
。

院
利
用
者
や
地
域
の
医
師
、
行

政
の
声
を
聞
き
、
病
院
運
営
に

生
か
し
て
い
ま
す
。

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。
地
域
包

括
ケ
ア
に
と
っ
て
大
事
な
活
動

で
す
ね
。

　

尾
身　

医
療
は
医
学
の
成
果

を
社
会
化
す
る
も
の
で
、
医
療

界
の
み
な
ら
ず
、
住
民
や
行
政

の
力
も
借
り
て
、
地
域
住
民
に

そ
の
成
果
を
適
切
に
還
元
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

西
山　

医
師
の
偏
在
と
も
関

連
す
る
「
総
合
診
療
医
の
育

成
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

尾
身　

日
本
の
医
療
は
専
門

分
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
高

度
な
医
療
を
担
う
専
門
医
も
必

要
で
す
が
、
開
業
医
の
先
生
の

よ
う
に
「
全
身
を
診
ら
れ
る
総

合
医
」
の
役
割
も
今
後
大
き
く

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
年
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
版

総
合
診
療
医
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
コ
ア

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
総
合
診

療
の
実
践
に
必
要
な
知
識
を
、

内
科
を
中
心
と
し
た
救
急
医

療
、
感
染
症
管
理
、
在
宅
医

療
、
５
疾
病
を
始
め
と
し
た
複

合
疾
患
な
ど
か
ら
学
び
、
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
研
修
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
小
児
科
、
産

科
、
透
析
、
精
神
疾
患
、
過
疎

地
域
で
の
研
修
な
ど
の
部
門
を

用
意
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

西
山　

現
在
、
日
本
専
門
医

機
構
で
「
総
合
診
療
専
門
医
」

が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
と
の
関
連
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

尾
身　

機
構
で
は
「
総
合
診

療
専
門
医
」
を
専
門
医
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル

テ
ィ
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

の
「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
版
総
合
診
療

医
」
は
、
新
専
門
医
制
度
に
お

け
る
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
と

同
じ
よ
う
な
位
置
付
け
を
考
え

て
い
ま
す
（
図
２
）。
つ
ま

り
、
総
合
診
療
科
、
内
科
、
外

科
な
ど
基
本
領
域
の
専
門
医
を

取
得
し
た
後
に
、
地
域
医
療
を

担
お
う
と
い
う
志
を
持
っ
た
医

師
に
対
し
て
、
多
く
の
病
院
や

関
連
施
設
を
持
つ
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の

特
色
を
活
か
し
、
地
域
の
病
院

で
総
合
診
療
や
救
急
治
療
を
、

多
様
な
施
設
で
地
域
医
療
の
最

前
線
の
研
修
を
提
供
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、「
医
師
派
遣
」
に
関

し
て
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
四
つ
の

病
院
が
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院

と
し
て
、
へ
き
地
の
診
療
所
に

　

西
山　

し
か
し
、
全
国
の
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
先
生
方
に
熱
意
が
あ

っ
て
も
、
日
本
全
体
の
医
師
の

地
理
的
偏
在
を
解
決
す
る
の
は

困
難
で
す
ね
。

　

尾
身　

そ
う
で
す
。
そ
こ
で

私
は
「
医
師
の
地
理
的
偏
在
の

解
消
に
向
け
て
」
と
い
う
提
案

を
行
い
ま
し
た
（
別
表
参

照
）。
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考

に
２
次
案
も
出
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
方
法
の
一
例
と
し
て
、

医
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま

た
自
治
体
か
ら
の
要
請
に
応
じ

て
16
病
院
が
医
師
を
派
遣
し
、

さ
ら
に
へ
き
地
の
診
療
所
運
営

を
担
っ
て
い
る
病
院
も
あ
り
ま

す
。

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。「
全
身

を
診
ら
れ
る
医
師
」
の
養
成
や

へ
き
地
の
医
師
不
足
な
ど
、
日

本
の
医
療
が
直
面
し
て
い
る
問

題
に
対
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
そ
の

多
様
性
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
て
一
足
先
に
実
践
的

な
対
応
を
し
て
い
る
の
で
す

ね
。

保
険
医
療
機
関
の
責
任
者
に
な

る
た
め
の
要
件
に
、
医
師
不
足

地
域
で
一
定
期
間
勤
務
す
る
こ

と
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

西
山　

先
生
が
厚
生
労
働
省

の
「
医
師
需
給
分
科
会
」
で
参

考
人
と
し
て
、
ま
た
「
新
た
な

医
療
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
医

師
・
看
護
師
等
の
働
き
方
ビ
ジ

ョ
ン
検
討
会
」
の
構
成
員
と
し

て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
ね
。

厚
労
大
臣
に
も

直
接
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

尾
身　

そ
う

で
す
。
西
山
さ

ん
は
ど
う
思
い

ま
す
か
。

　

西
山　

現
場

の
医
師
か
ら
は

驚
き
を
も
っ
て

受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で

す
。
私
た
ち
は

こ
れ
ま
で
、
医

師
の
配
置
に
強

制
的
手
法
を
導

入
す
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か

と
考
え
て
き
ま

し
た
。

　

尾
身　

な
る

ほ
ど
。
私
の
案
に
つ
い
て
は
、

ま
さ
に
保
険
診
療
を
担
う
保
険

医
協
会
の
先
生
に
も
ぜ
ひ
考
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
日
本
の
皆
保
険
制
度

を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、

国
民
や
医
療
関
係
者
共
通
の
思

い
で
し
ょ
う
。
日
本
の
医
療
は

保
険
医
療
制
度
で
、
保
険
料
を

中
心
に
不
足
分
は
税
金
、
そ
し

て
自
己
負
担
で
賄
わ
れ
、
そ
の

中
で
医
療
を
提
供
す
る
と
い
う

皆
で
支
え
る
公
的
な
仕
組
み
、

国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
こ
の

保
険
医
療
の
お
か
げ
で
、
ア
メ

リ
カ
と
は
異
な
り
収
入
の
多
寡

に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
な
医

療
に
だ
れ
で
も
が
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

　

岩
手
県
の
沿
岸
部
で
も
、
東

京
の
ど
真
ん
中
で
も
、
住
民
は

同
じ
よ
う
に
保
険
料
や
税
金
を

払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
定

の
医
療
を
享
受
で
き
な
け
れ
ば

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
精
神
か
ら
外

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
医
師

の
地
理
的
偏
在
に
よ
り
、
そ
う

で
は
な
い
地
域
が
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
偏
在
解
消
の
具
体
案
の

一
例
が
、
保
険
医
療
機
関
の
責

任
者
の
要
件
と
し
て
医
師
不
足

地
域
で
の
勤
務
を
求
め
る
と
い

う
も
の
で
す
。
当
然
、
医
師
に

も
居
住
や
移
転
、
職
業
選
択
の

自
由
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

・
フ
リ
ー
ダ
ム
（
職
業
的
自
立

性
）
が
あ
り
、
自
主
性
も
十
分

尊
重
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
同
時
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
と
い
う
社
会
的
責
務
、

倫
理
的
な
要
請
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
相
反
す
る
よ
う
な
二
つ

の
テ
ー
マ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う

と
る
の
か
と
い
う
の
が
、
本
来

行
う
べ
き
議
論
の
本
質
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
的
な

考
え
を
医
療
界
だ
け
で
な
く
国

民
も
巻
き
込
ん
で
議
論
し
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
具

体
的
方
法
だ
け
を
、
す
ぐ
に

「
強
制
」
か
「
自
由
」
か
と
い

う
二
項
対
立
で
と
ら
え
て
し
ま

う
と
議
論
が
前
に
進
ま
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

西
山　

私
も
、
日
本
の
医
療

は
公
的
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
私
的

デ
リ
バ
リ
ー
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
折
り
合
い
の

付
け
方
へ
の
言
及
を
避
け
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
保
険
診

療
を
担
う
医
師
と
し
て
、
社
会

的
な
責
務
と
選
択
の
自
由
と
の

バ
ラ
ン
ス
は
幅
広
い
議
論
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

尾
身　

そ
う
で
す
。
そ
し
て

こ
の
議
論
は
、
医
師
や
国
民
の

間
に
あ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
こ
の
議
論
で
は
、
す

で
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
得
ら
れ

て
い
る
点
が
二
つ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
つ
は
国
民
皆
保
険
制

度
の
下
で
は
、
誰
も
が
本
来
受

け
ら
れ
る
べ
き
医
療
を
享
受
す

る
権
利
を
持
っ
て
い
て
、
医
師

コア・カリキュラム項目

注）研修期間や履修内容については、履修者の経験や希望に応じて柔軟に対応するものとする。
　 研修期間は２年間を想定（３年間の期間まで履修可）。

適宜レクチャー等で対応

オプション

総合診療部門

内科救急
集中治療

５疾病を
始めとした
複合疾患

感染症

臨床疫学 医療倫理

小児科
（基礎・応用）

産科
（基礎・応用）

透析患者の管理

精神疾患

専門診療の基礎領域
（ニーズに応じて）

過疎地域での
研修

臨床推論
保健医療
マネジメント

緩和・
終末期

在宅

フレイル
認知症

放射線読影
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の
偏
在
解
消
を
含
め
、
あ
る
べ

き
医
療
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
点
で
す
。
も
う

一
つ
は
、
国
が
主
導
し
て
地
域

が
従
う
の
で
は
な
く
、
医
療
計

画
や
地
域
医
療
構
想
、
保
険
者

機
能
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
各

都
道
府
県
が
地
域
医
療
に
責
任

を
持
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む

と
い
う
点
で
す
。

　

西
山　

確
か
に
地
方
自
治
体

の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
し
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

尾
身　

事
実
、
グ
ル
ー
プ
診

療
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
医
師

偏
在
に
対
し
て
す
で
に
実
績
を

上
げ
て
い
る
都
道
府
県
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
そ
も
そ
も
都
道

府
県
間
に
医
師
数
の
格
差
が
あ

る
か
ら
、
自
分
た
ち
の
努
力
だ

け
で
は
問
題
が
解
消
で
き
な
い

都
道
府
県
が
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
従
っ
て
、
私
た
ち
が
行
う

べ
き
こ
と
は
都
道
府
県
で
の
努

力
を
補
完
す
る
よ
う
な
都
道
府

県
の
枠
を
越
え
た
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
国
民
的
合
意
形
成

を
確
立
す
る
こ
と
で
す
が
、
未

だ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
私
共
が
提
案
し
た

具
体
的
方
法
の
一
例
は
（
別
表

参
照
）、
保
険
医
療
機
関
の
責

任
者
に
な
る
医
師
は
、
長
い
人

生
の
一
時
期
に
半
年
か
１
年
間

で
い
い
か
ら
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
医
師
不
足
地
域
で
勤
務
し

て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。
し
か
し

先
生
の
案
で
す
と
、
保
険
医
療

機
関
の
責
任
者
に
な
る
た
め
と

は
い
え
、
医
師
不
足
地
域
に
行

く
医
師
に
は
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

尾
身　

も
ち
ろ
ん
、
医
師
が

負
担
感
を
持
た
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
行

っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
仕
組

み
作
り
が
同
時
に
必
要
で
す
。

例
え
ば
勤
務
す
る
医
師
が
孤
立

無
援
と
な
ら
な
い
よ
う
に
受
け

入
れ
地
域
が
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
こ
と
、
休
暇
や
子
育
て

な
ど
生
活
面
で
の
支
援
は
必
須

だ
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

保
険
医
取
得
要
件
と

し
て
医
師
不
足
地
域
で
勤
務
す

る
と
い
う
の
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
点
か
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

尾
身　

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

極
め
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
勤
務
す
れ
ば
専
門
医

の
取
得
な
ど
が
容
易
に
な
る
こ

と
、
あ
る
い
は
経
済
的
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
、
さ
ら
に
地
域
医
療

貢
献
賞
な
ど
の
称
号
を
与
え
る

な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

若
い
医
師
が
、
指
導
医
や
症

例
数
、
生
活
面
や
教
育
面
か
ら

都
市
部
の
大
病
院
を
志
向
す
る

の
は
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
強

制
的
な
手
法
で
は
良
い
医
師
が

集
ま
り
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
申
し

上
げ
た
よ
う
な
様
々
な
支
援
や

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
仕
組
み
を

ま
せ
ん
。

　

ま
た
医
師
不
足
の
た
め
に
、

本
来
受
け
ら
れ
る
べ
き
医
療
を

享
受
で
き
な
い
地
域
が
存
在
し

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
医
師

と
し
て
も
、
人
間
と
し
て
も
視

野
が
広
く
な
っ
た
人
で
、
本
来

目
指
す
べ
き
公
平
な
保
険
医
療

制
度
の
維
持
に
貢
献
し
た
人
が

保
険
医
療
機
関
の
長
に
な
る
こ

と
は
、
多
く
の
人
の
同
意
が
得

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

先
生
の
ご
提
案
は
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

急
に
制
度
を
変
え
る
に
は
抵
抗

の
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

尾
身　

そ
う
で
す
ね
。
少
し

時
間
を
か
け
て
段
階
を
踏
ん
で

実
施
す
る
の
が
現
実
的
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
医
師
不
足
地
域
を

明
ら
か
に
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
十
分
に
説
明
し
た
う
え
で
、

医
師
不
足
地
域
へ
勤
務
す
る
医

師
を
募
集
す
る
こ
と
で
解
決
す

る
な
ら
理
想
的
で
す
。

　

そ
れ
で
も
医
師
の
偏
在
解
消

が
難
し
け
れ
ば
、
上
述
し
た
よ

う
に
経
済
的
な
あ
る
い
は
専
門

医
等
の
資
格
取
得
に
関
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
で
も
難
し
け
れ
ば

ま
ず
は
、
臨
床
研
修
指
定
病
院

や
地
域
医
療
支
援
病
院
の
長
に

な
る
た
め
の
要
件
で
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
不
足
で

あ
れ
ば
、
最
後
は
保
険
医
療
機

関
の
責
任
者
要
件
と
す
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
医
学
部
を
卒
業
す
る

人
は
８
０
０
０
人
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
半
分
の
医
師
に
、
１
年

間
医
師
不
足
地
域
で
勤
務
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
４
０
０
０
人
の

医
師
が
赴
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
後
は
自
由

で
す
の
で
、
こ
れ
く
ら
い
の
こ

と
は
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
は
こ
の
具
体
案
は
強
制

と
言
う
よ
り
、
医
学
部
入
試
や

医
師
国
家
試
験
と
同
じ
よ
う
な

新
し
い
ル
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
医
師
は
「
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
リ
ー
ダ
ム
」

と
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

20
年
間
、
医
師
の
地
理
的
偏
在

は
解
消
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
す

で
に
北
欧
な
ど
の
福
祉
先
進
国

で
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

・
フ
リ
ー
ダ
ム
を
尊
重
し
つ

つ
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の

責
務
と
し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
様
々
な
取
り
組

　

西
山　

さ
て
、「
医
師
の
地

理
的
偏
在
の
解
消
に
向
け
て
」

と
い
う
提
案
は
、
先
生
が
代
表

理
事
の
一
人
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
全
世
代
」
が
ま
と
め
た

も
の
で
す
ね
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
全
世
代
」
の
活
動
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

尾
身　

医
療
関
係
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、「
医
師
の
偏
在
」
問
題
と

と
も
に
、「
病
院
内
保
育
所
の

一
般
開
放
促
進
事
業
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
院
内
保
育
所
を

一
般
住
民
に
開
放
し
よ
う
と
い

う
事
業
で
す
。
厚
生
労
働
省
、

内
閣
府
、
各
自
治
体
が
複
雑
に

関
係
し
て
お
り
、
情
報
の
把
握

や
整
理
だ
け
で
も
大
変
で
す

が
、
事
業
を
具
体
化
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

確
か
に
地
域
の
人
に

と
っ
て
も
、
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
病
院
で
子

ど
も
を
み
て
く
れ
る
と
な
れ

ば
、
急
に
体
調
を
崩
し
て
も
安

心
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
費
用
な

ど
の
条
件
さ
え
整
え
ば
、
病
院

と
し
て
も
地
域
に
密
着
、
貢
献

で
き
ま
す
の
で
歓
迎
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
こ

ろ
で
、「
全
世
代
」
代
表
の
方

々
は
、
多
方
面
に
わ
た
る
そ
う

そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
発
足
さ
せ
た
の
で
す

か
。

　

尾
身　

そ
も
そ
も
「
全
世

代
」
設
立
の
き
っ
か
け
は
、

「
主
権
者
と
し
て
日
本
社
会
の

未
来
を
作
る
た
め
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
」
と
の
志
を
共
有
す
る

人
た
ち
が
、
様
々
な
違
い
や
利

害
を
超
え
て
一
堂
に
会
す
る
場

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
し
、
政

党
色
な
し
で
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
と
り
重
要
と
考
え
る
課
題
に

つ
い
て
、
そ
の
解
決
に
向
け
た

具
体
的
構
想
・
提
言
を
社
会
に

発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

　

尾
身　

そ
う
で
す
ね
。
私
が

Ｗ
Ｈ
Ｏ
勤
務
経
験
の
中
で
学
ん

だ
の
は
、
理
論
と
根
拠
を
中
心

に
オ
ー
プ
ン
な
議
論
を
し
、
違

い
と
な
る
理
由
や
背
景
を
知

り
、
そ
の
違
い
を
乗
り
越
え
る

こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
立
場
と

利
害
か
ら
の
反
対
で
は
な
く
、

全
体
の
利
益
を
考
え
て
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
作
る
た
め
の
議
論
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
点
日
本
は
欧
米
に
比
べ
て
遅

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

西
山　

そ
う
し
た
対
話
と
議

論
を
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え

方
は
ど
の
よ
う
に
養
わ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

尾
身　

き
っ
か
け
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
ポ
ツ
ダ
ム
と
い

う
町
に
、
高
校
３
年
生
の
夏
か

ら
１
年
間
留
学
し
た
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

が
留
学
し
た
60
年
代
後
半
の
ア

メ
リ
カ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

揺
れ
な
が
ら
も
豊
か
な
国
で
し

た
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
ア
メ

リ
カ
の
音
楽
や
ド
ラ
マ
を
見
て

憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
の
が
、
日

本
で
言
え
ば
県
立
大
学
の
教
授

の
家
で
し
た
。

　

西
山　

私
は
先
生
の
八
つ
年

下
で
す
の
で
、
時
代
背
景
が
少

し
異
な
り
ま
す
ね
。

　

尾
身　

当
時
ア
メ
リ
カ
の
世

論
を
二
分
し
て
い
た
の
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
で
し
た
。
そ
ん
な

中
、
大
統
領
予
備
選
挙
が
行
わ

れ
て
い
て
、
民
主
党
で
は
ロ
バ

ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
と
マ
ッ
カ
ー

い
ま
す
。
で
す
か
ら
そ
う
し
た

志
を
持
つ
人
を
こ
う
し
た
機
会

に
一
人
ひ
と
り
お
誘
い
し
て
い

ま
す
。
西
山
先
生
も
ぜ
ひ
、

「
全
世
代
」
に
入
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
個
人
で
な
く
保
険
医
協
会
と

し
て
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

大
歓
迎
で
す
。

　

西
山　

政
治
を
身
近
な
も
の

と
し
て
、
私
た
ち
が
普
段
か
ら

抱
く
懸
念
や
願
い
を
、
垣
根
を

越
え
て
議
論
し
実
際
の
政
治
に

反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
な
の
で

す
ね
。

シ
ー
上
院
議
員
が
指
名
争
い
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
大
学
教
授
は
民

主
党
員
で
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
を

応
援
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
地

域
を
戸
別
訪
問
し
て
支
持
を
訴

え
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
好
奇

心
か
ら
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
生
で
も
選
挙
の
前

に
は
授
業
で
政
治
に
つ
き
活
発

に
デ
ィ
ベ
ー
ト
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
草
の
根

に
根
付
い
た
民
主
主
義
と
事
実

に
基
づ
い
た
論
理
的
な
議
論
の

大
切
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ

の
経
験
か
ら
海
外
で
仕
事
を
し

た
い
と
も
思
い
、
実
際
に
海
外

で
仕
事
を
す
る
中
で
、
そ
う
し

た
考
え
方
が
強
ま
っ
た
の
か
と

思
い
ま
す
。

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
し

た
経
験
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
各
国
の

代
表
と
議
論
し
て
、
国
際
的
な

公
衆
衛
生
政
策
を
進
め
た
り
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
理
事
長
と
し
て
57

も
の
病
院
を
ま
と
め
た
り
、
日

本
で
も
政
府
の
審
議
会
で
ご
自

身
の
提
案
を
行
っ
た
り
す
る
力

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

尾
身　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
わ
が
国
の
医
療
が
直
面

す
る
問
題
に
つ
き
ぜ
ひ
保
険
医

協
会
を
含
め
、
多
く
の
人
が
議

論
し
て
、
納
得
し
て
合
意
し
て

い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

私
た
ち
も
積
極
的
に

議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は

こ
の
本
質
的
な
議
論
を
避
け
て

き
ま
し
た
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
集
団
と
し
て
、
そ
の

方
策
を
考
え
提
案
を
行
う
責
任

が
あ
り
、
少
し
ず
つ
進
め
て
い

っ
て
も
い
い
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

西
山　

な
る
ほ
ど
。
先
生
の

お
話
で
納
得
で
き
る
点
も
多
い

と
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
具
体
案

だ
け
が
一
人
歩
き
し
て
反
発
を

呼
び
起
こ
し
て
い
る
感
も
あ
り

ま
す
。

　

尾
身　

確
か
に
そ
う
で
し
ょ

う
が
、
具
体
的
な
案
を
提
案
し

な
け
れ
ば
議
論
は
起
き
ま
せ

ん
。
反
発
も
含
め
て
議
論
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
「
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
み
て
、
そ
れ
で

も
だ
め
な
ら
、
こ
ん
な
案
も
あ

る
か
な
」
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

作
っ
た
上
で
、
１

年
な
ど
短
期
間
、

地
域
医
療
の
現
場

を
経
験
す
る
の
は

医
師
と
し
て
も
、

人
間
と
し
て
の
視

野
が
広
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
保
険

医
療
機
関
の
長
に

求
め
ら
れ
る
の
は

診
療
だ
け
で
な

く
、
在
宅
、
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
に
関
し

て
介
護
職
や
他
の

医
療
職
と
の
連
携

も
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。
行
政
と

の
折
衝
や
協
力
な

ど
も
積
極
的
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
り

 （議論のたたき台として例示）※抜粋

〈例 示〉
【１】現在、医師は医師免許取得後、特に条件無しに保険医として登録さ
れる。今回提案する方法は保険医療機関の責任者になるために短期間医師
不足地域への勤務に参加を求めるものである。

① 保険医登録証を一種と二種に区分し、一種は医師免許取得者に無条件で
交付する。

② 一定の地域において一定期間勤務すれば、二種保険医登録証を交付す
る。「都道府県は、医師数、医療ニーズなどをもとに二次医療圏をＡ、
Ｂ、Ｃ（Ｃが最も深刻）の３種（**）に区分する。都道府県はこれに加
え、島嶼や過疎地域に限定した特殊地域Ｓを設ける。勤務実績として、
次のような設定を考える。」

　・地域医療構想圏Ａ　　　新規の保険医登録の実績にならない
　・地域医療構想圏Ｂ　　　２年の勤務実績により二種登録証を授与
　・地域医療構想圏Ｃ　　　１年の勤務実績により二種登録証を授与
　・特殊地域（島嶼等）Ｓ　６カ月の勤務実績により二種登録証を授与

③ 保険診療をおこなう医療機関の責任者になるためには二種保険医登録証
の取得を必要とする。（ただし更新の必要はない）
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未
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Ｐ
Ｏ
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「
全
世
代
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コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
積
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る

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
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み
重
ね
る

オ
ー
プ
ン
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オ
ー
プ
ン
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面
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き
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独
立
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政
法
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地
域
医
療

機
能
推
進
機
構
理
事
長

尾
身 

茂
先
生

別表　【新たな仕組み】（案）

【おみ　しげる】1967年American Field Service交換留学生として
アメリカ合衆国New York, Potsdam Central High Schoolに留学。
69年慶応義塾大学法学部法律学科入学。72年自治医科大学入学（１
期生）、78年同大学卒業。東京都立墨東病院、伊豆七島院等勤務にて
地域医療に従事。87年自治医科大学予防生態学教室助手（医学博士
取得）を経て、90年WHO西太平洋地域事務局感染症対策部長等を歴
任、99年第５代WHO西太平洋地域事務局長就任。2009年自治医科大
学地域医療学センター教授、WHO執行理事に就任。その後、独立行
政法人国立国際医療研究センター理事、独立行政法人年金・健康保
険福祉施設整理機構理事長、内閣官房新型インフルエンザ等対策有
識者会議の長、国立国際医療研究センター顧問等を経て2014年より
現職
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第91回評議員会　詳報

社会保障充実の世論広げよう社会保障充実の世論広げよう

　

協
会
が
５
月
21
日
に
開
催

し
た
第
91
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
、
発
言
・

執
行
部
答
弁
の
要
旨
、
選
出

協
会
役
員
な
ら
び
に
正
副
議

長
名
簿
を
掲
載
す
る
。

　

昨
今
の
医
療
・
社
会
保
障
を

取
り
巻
く
状
況
に
は
厳
し
い
も

の
が
あ
る
が
、
世
界
一
高
齢
化

が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
国
民

が
必
要
と
し
て
い
る
医
療
・
介

護
に
投
資
せ
ず
に
、
国
の
活
力

と
成
長
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
国
民
の
切
な
る
願
い

は
社
会
保
障
の
充
実
だ
。

　

社
会
保
障
費
の
根
拠
な
き
機

械
的
削
減
、
診
療
報
酬
の
マ
イ

　

協
会
の
協
力
を
得
て
、
控
除

対
象
外
消
費
税
問
題
に
つ
い

て
、
各
種
医
療
関
係
団
体
や
財

務
省
、
厚
労
省
と
懇
談
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
消
費
税
は
医

療
に
対
し
非
課
税
の
た
め
、
医

療
機
関
が
支
払
っ
た
消
費
税
は

還
付
さ
れ
ず
医
療
機
関
の
負
担

に
な
っ
て
い
る
。

　

国
は
、
消
費
税
分
は
診
療
報

酬
に
上
乗
せ
し
て
い
る
と
言
う

が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

患
者
が
消
費
税
を
負
担
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
国
民
を
欺
い

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は

医
療
費
を
課
税
制
度
に
し
、
患

者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
税

率
を
ゼ
ロ
に
す
る
し
か
な
い
。

　

ま
た
歯
科
会
員
は
、
不
当
に

低
い
歯
科
技
術
料
評
価
の
是
正

を
願
っ
て
い
る
。
決
議
文
を

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
の
た
め
、
歯
科
技
術
料

の
正
当
な
評
価
と
、
保
険
適
用

範
囲
の
拡
大
を
求
め
る
」
と
変

更
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

政
府
は
介
護
報
酬
を
引
き
下

げ
、
医
療
費
も
来
年
は
大
幅
な

削
減
が
想
定
さ
れ
る
が
、
社
会

保
障
は
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

大
企
業
の
内
部
留
保
が
毎
年

増
え
続
け
、
昨
年
末
に
は
過
去

最
高
の
３
７
３
兆
円
と
な
っ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
危
険
性
の

認
識
を
お
願
い
し
た
い
。
高
齢

者
や
弱
者
い
じ
め
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
利
用
さ
れ
る
の
は
間
違

い
な
い
。
会
員
、
国
民
、
患
者

に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

ナ
ス
改
定
、
拙
速
な
地
域
医
療

構
想
策
定
と
強
引
な
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
費
用

削
減
を
主
な
評
価
指
標
と
す
る

給
付
や
負
担
の
「
適
正
化
」、

健
康
弱
者
排
除
の
「
患
者
・
介

護
利
用
者
負
担
増
」
な
ど
は
改

め
る
べ
き
だ
。

　

そ
の
た
め
に
「
医
療
費
亡
国

論
」「
財
源
不
足
論
」、
医
師
や

病
床
の
供
給
が
需
要
を
生
む
と

い
う
「
供
給
誘
発
需
要
悪
玉

論
」
な
ど
を
克
服
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

市
場
原
理
を
優
先
さ
せ
て

は
、
格
差
と
貧
困
を
広
げ
る
ば

か
り
で
あ
る
。
今
必
要
な
の

は
、
規
制
緩
和
で
は
な
く
、
地

域
に
根
差
し
た
施
策
だ
。

　

政
府
は
社
会
保
障
に
お
け
る

国
家
の
責
任
を
放
棄
し
、
自

助
、
共
助
を
強
調
し
、
社
会
保

障
を
隣
近
所
の
助
け
合
い
に
変

質
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
法
律
な
ど
で
国
民
に
押

し
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

医
療
は
、
国
民
生
活
の
向
上

に
必
要
な
社
会
的
共
通
資
本
で

あ
り
、
決
し
て
経
済
成
長
の
お

荷
物
で
は
な
い
。
欧
州
諸
国
の

よ
う
に
、
社
会
保
障
の
充
実
と

経
済
成
長
の
両
立
は
可
能
だ
。

　

「
健
康
の
社
会
的
決
定
要

因
」
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、

古
く
よ
り
世
界
共
通
の
医
師
の

責
務
の
原
点
で
あ
り
、
命
と
健

康
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
国
は
、

全
国
民
に
対
し
、
格
差
な
く
平

等
に
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
。
ま

た
、
私
た
ち
医
療
人
が
責
任
を

持
っ
て
リ
ー
ド
す
べ
き
で
も
あ

る
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

 

（
７
面
へ
つ
づ
く
）

発　
　
　

言

発　
　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

社
会
保
障
の
充
実
と

経
済
成
長
の
両
立
は
可
能

損
税
問
題
の
解
決
は

『
ゼ
ロ
税
率
』で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

危
険
性
の
認
識
を

内
部
留
保
活
用
で

社
会
保
障
充
実
を

知
事
選
挙
で

福
祉
充
実
の
県
政
へ

改
憲
で
は
な
く

９
条
を
世
界
へ

署
名
地
道
に

継
続
し
て
集
め
た
い

勤
務
医
の
備
え
と
し
て

共
済
制
度
は
有
効

病
院
会
員
の
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
る
企
画

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト

患
者
認
定
を

著
書
上
梓
と

自
然
を
守
る
活
動

医
科
・
歯
科
一
体
で

活
動
す
す
め
る

震
災
支
援
な
ど

引
き
続
き
取
り
組
む

尼崎支部

歯科部会

北阪神支部

神戸支部

神戸支部 北播支部

淡路支部

但馬支部

環境・公害対策部 環境・公害対策部

北摂・丹波支部

西宮・芦屋支部

吉田静雄評議員代　理

島津俊二評議員

谷口紀善評議員

藤末　衛評議員

佐々木徹評議員 桂　正剛評議員

中谷正史評議員

下山　均評議員

法西　浩評議員代　理上田進久評議員代　理

小寺　修評議員

宮﨑睦雄評議員

た
。
こ
れ
は
法
人
税
の
引
き
下

げ
や
大
企
業
優
遇
税
制
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
内
部
留
保

の
一
部
を
社
会
保
障
の
充
実
に

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

先
日
、
国
会
要
請
行
動
で
自

民
党
の
議
員
と
対
談
し
た
が
、

私
た
ち
に
財
源
論
を
示
し
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

っ
か
り
と
し
た
財
源
論
を
安
倍

政
権
に
示
し
て
ほ
し
い
。

て
い
る
。
昨
年
、
厚
労
省
の
医

師
需
給
分
科
会
で
医
師
は
過
剰

と
な
る
と
い
う
推
計
が
報
告
さ

れ
「
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
」
も
報

告
書
を
出
し
た
。
医
療
費
削
減

の
た
め
に
医
師
を
増
や
さ
な
く

て
も
い
い
仕
組
み
を
作
ろ
う
と

い
う
の
が
意
図
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
中
、
県
の
役
割
は

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

井
戸
県
政
の
も
と
で
、
非
常
に

厳
し
い
医
療
政
策
が
と
ら
れ
て

い
る
。
今
度
の
知
事
選
挙
で
協

会
が
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ

よ
う
と
い
う
津
川
知
久
氏
と
政

策
協
定
を
結
ん
だ
の
は
非
常
に

良
い
こ
と
だ
。
選
挙
で
変
え
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

憲
法
99
条
の
憲
法
尊
重
擁
護
義

務
に
違
反
す
る
。

　

憲
法
９
条
を
持
つ
日
本
は
世

界
で
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
は
も

ち
ろ
ん
、
平
時
の
常
備
軍
の
禁

止
に
つ
い
て
も
国
連
で
世
界
に

呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
。
大
規

模
な
戦
争
は
国
際
条
約
上
認
め

ら
れ
な
い
。
平
時
の
常
備
軍
は

廃
止
さ
れ
る
方
向
に
進
ん
で
い

く
だ
ろ
う
。
憲
法
９
条
は
そ
の

先
駆
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
連
総
会
に
お
い
て
核
兵
器

禁
止
条
約
を
求
め
る
国
連
決
議

に
賛
成
し
、
採
択
し
た
各
国
と

と
も
に
、
核
兵
器
だ
け
で
な
く

平
時
の
常
備
軍
の
な
い
世
界
を

実
現
し
た
い
も
の
だ
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
東
日

本
大
震
災
被
災
地
物
産
展
を
開

催
し
た
ほ
か
、
被
災
地
へ
訪
問

活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
ま

た
、「
近
年
開
業
医
交
流
会
」

な
ど
の
多
彩
な
企
画
も
開
催
し

て
き
た
。
支
部
相
談
役
の
法
西

浩
先
生
は
『
武
庫
川
生
き
も
の

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』
を
出
版
さ

れ
、
新
世
話
人
の
上
田
進
久
先

生
は
解
体
工
事
に
伴
う
石
綿
飛

散
問
題
の
全
容
解
明
の
た
め
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

７
月
に
は
支
部
総
会
記
念
企

画
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
の
人
々
の

く
ら
し
や
文
化
に
つ
い
て
の
講

演
会
な
ど
を
計
画
中
だ
。

　

会
員
の
多
様
な
要
求
に
応
え

た
企
画
や
、
震
災
支
援
な
ど
に

引
き
続
き
取
り
組
む
。

　

北
播
支
部
で
は
、「
今
こ
そ

ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
署

名
」
に
つ
い
て
、
今
回
も
支
部

世
話
人
会
で
議
論
を
重
ね
な
が

ら
取
り
組
み
を
強
め
て
い
る
。

　

前
回
に
続
き
「
請
願
事
項
が

患
者
負
担
に
関
す
る
こ
と
に
絞

ら
れ
て
い
る
の
で
対
話
し
や
す

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い

る
。
私
自
身
こ
の
署
名
に
は
大

賛
成
だ
。
地
道
に
継
続
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
支
部
企
画
で
も

署
名
を
訴
え
た
い
。

　

病
院
の
管
理
者
と
し
て
、
診

療
報
酬
改
定
の
た
び
に
病
院
運

営
の
再
検
討
を
求
め
ら
れ
て
き

た
。
他
の
病
院
と
の
意
見
交
換

の
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
経
営

の
疑
問
に
も
対
応
す
る
協
会
の

事
業
を
引
き
続
き
充
実
し
た
も

の
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

兵
庫
県
の
地
域
医
療
構
想
で

は
、
入
院
か
ら
在
宅
へ
の
移
行

を
進
め
る
方
針
が
出
さ
れ
た

が
、
地
域
や
患
者
さ
ん
が
置
か

れ
て
い
る
事
情
を
踏
ま
え
た
内

容
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
医
療

機
関
と
患
者
さ
ん
両
方
の
立
場

か
ら
、
地
域
医
療
の
充
実
を
求

め
る
運
動
を
強
め
て
ほ
し
い
。

　

当
院
で
は
勤
務
医
を
対
象

に
、
協
会
の
紹
介
を
し
て
い

る
。
協
会
の
共
済
制
度
は
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
、
安
心
し
て
医
療
に
専
念

す
る
た
め
の
備
え
と
し
て
有
効

だ
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
医
科
・

歯
科
の
両
方
の
会
員
の
先
生
方

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
づ

く
り
に
留
意
し
、
会
員
懇
談
会

や
医
科
を
対
象
に
し
た
在
宅
医

療
点
数
研
究
会
、
歯
科
会
員
懇

談
会
を
開
催
し
た
。
今
後
も
会

員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動
を
進

め
て
い
く
。

　

企
画
で
は
司
会
の
先
生
が
協

力
を
勧
め
る
な
ど
、「
今
こ
そ

ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
署

名
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
支

部
の
協
力
会
員
医
療
機
関
数
の

目
標
を
達
成
し
た
。
引
き
続
き

取
り
組
み
を
強
め
た
い
。

　

但
馬
支
部
は
公
立
豊
岡
病
院

で
届
出
医
療
に
関
す
る
学
習
会

を
開
催
し
た
。
会
員
医
療
機
関

で
あ
る
公
立
豊
岡
・
八
鹿
各
病

院
よ
り
学
習
会
を
開
催
し
て
ほ

し
い
と
要
望
が
あ
り
、
両
病
院

と
の
共
催
と
な
っ
た
。
私
が
適

時
調
査
の
現
状
、
実
際
の
指
摘

事
項
や
返
還
事
項
な
ど
を
紹
介

し
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　

但
馬
地
域
で
は
、
日
高
医
療

セ
ン
タ
ー
の
病
床
削
減
問
題
を

は
じ
め
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
引
き
続

き
、
現
場
に
寄
り
添
う
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

公
立
豊
岡
病
院
・
八
鹿
病
院

で
は
定
期
的
に
研
究
会
を
行
っ

て
お
り
、
両
病
院
と
関
係
が
で

き
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

　

昨
年
12
月
、『
武
庫
川
生
き

も
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』
と
い
う

本
を
出
版
し
、
過
分
な
書
評
を

川
西
敏
雄
先
生
に
書
い
て
い
た

だ
い
た
。
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

10
年
前
の
評
議
員
会
で
、
武

庫
川
の
治
水
に
つ
い
て
、
ダ
ム

で
は
な
く
、
総
合
治
水
を
進
め

る
運
動
を
行
う
と
発
言
し
た
。

「
協
働
と
参
画
」
に
よ
る
行
政

と
市
民
の
連
携
に
よ
る
総
合
治

水
の
成
果
が
進
み
、
10
年
の
節

目
に
あ
た
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

盛
況
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
兵
庫
県
で
は

全
国
に
先
駆
け
て
総
合
治
水
条

例
が
17
年
に
施
行
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
新
規
ダ
ム
建
設

は
不
要
と
い
う
方
向
で
運
動
が

進
ん
で
い
る
。

　

私
は
西
宮
で
の
解
体
工
事
に

伴
う
石
綿
飛
散
問
題
に
取
り
組

む
た
め
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ア

ス
ベ
ス
ト
西
宮
の
会
」
を
設
立

し
、
西
宮
市
と
業
者
を
相
手
に

裁
判
中
で
あ
る
。
一
方
で
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
問
題
に
た

ど
り
着
い
た
。
震
災
に
よ
る
石

綿
患
者
と
い
う
新
し
い
カ
テ
ゴ

　

現
在
、
医
師
を
増
や
さ
な
く

て
よ
い
と
い
う
議
論
が
出
て
き

　

安
倍
首
相
は
「
憲
法
を
改
正

し
２
０
２
０
年
に
施
行
さ
せ
た

い
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
は
、
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保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

実
現
に
向
け
て

日
常
診
へ

ぜ
ひ
ご
協
力
を

プ
ラ
ス
改
定
と

患
者
負
担
の
軽
減
を

他
団
体
と
協
力
し
な
が
ら

運
動
進
め
る

保
険
で
良
い
歯
科

署
名
に
ご
協
力
を

自
信
を
持
っ
て

入
会
勧
め
よ
う

つ
な
が
り
活
か
し

各
病
院
へ
ア
ピ
ー
ル
を

組
織
強
化
月
間
へ

ご
協
力
の
お
願
い

歯科部会

研究部武村 義人

加藤 擁一

吉岡 正雄

西
山 

裕
康
理
事
長

尼崎支部

組織部

谷端美香評議員

清水映二理事副理事長

副理事長

副理事長

綿谷茂樹理事

宮武博明副理事長

リ
を
認
定
し
て
ほ
し
い
。

　

震
災
後
、
被
害
者
が
全
く
把

握
さ
れ
な
い
ま
ま
、
う
や
む
や

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石
綿

患
者
の
補
償
制
度
は
職
業
曝
露

を
前
提
と
し
た
基
準
で
あ
り
、

環
境
曝
露
の
基
準
で
な
い
。
ま

た
、
こ
の
補
償
制
度
は
、
認
定

基
準
が
非
常
に
厳
し
い
。
再
検

討
す
べ
き
だ
。

　

歯
科
部
会
で
は
初
の
試
み
と

し
て
、
学
校
歯
科
治
療
調
査
を

実
施
し
た
。
歯
科
受
診
が
必
要

な
子
ど
も
の
う
ち
65
％
が
未
治

療
の
状
態
に
あ
り
、
口
腔
崩
壊

の
子
ど
も
が
い
る
学
校
は
35
％

に
も
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
関

心
も
高
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
関
西
ニ

ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ
で
報
道
し
、

マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
に
も
各
新
聞

社
記
者
が
出
席
し
た
。

　

６
月
４
日
に
は
こ
の
調
査
の

報
告
も
含
め
て
、「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連

絡
会
が
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。

　

ま
た
歯
科
部
会
は
「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
」
の
実
現
を
求

め
る
署
名
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

画
と
し
て
、
病
院
会
議
室
を
使

い
病
院
の
先
生
に
講
師
を
し
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
協
会
の
活
動
も
分
か
っ

て
も
ら
え
る
よ
い
機
会
だ
。

　

県
立
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
が
で
き
、
尼
崎
病
院
の
跡
地

に
で
き
た
だ
い
も
つ
病
院
の
松

森
良
信
院
長
に
、「
医
療
と
福

祉
を
考
え
る
会
」
で
講
演
い
た

だ
き
、
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け

に
ご
入
会
い
た
だ
い
た
。
病
院

に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
ら
、
入

会
に
つ
な
が
る
と
い
う
経
験
で

あ
っ
た
。

　

各
支
部
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

つ
な
が
り
を
い
か
し
て
各
病
院

に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
来
年
は
医
療
・
介
護

同
時
改
定
の
年
だ
。
改
定
に
向

け
た
要
求
案
に
つ
い
て
、
各
支

部
で
討
議
も
し
て
い
た
だ
い

た
。
引
き
続
き
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
た
い
。

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁 　

春
の
組
織
強
化
月
間
で
は
７

４
５
０
人
会
員
の
目
標
を
掲
げ

取
り
組
み
、
協
会
企
画
へ
の
参

加
で
入
会
が
増
え
て
い
る
。

　

歯
科
で
は
医
療
安
全
管
理
対

策
研
究
会
が
好
評
で
多
く
の
歯

科
勤
務
医
が
入
会
し
た
。
ま
た

役
員
や
会
員
か
ら
の
紹
介
や
声

か
け
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　

病
院
勤
務
医
対
策
と
し
て
は

勤
務
医
ニ
ュ
ー
ス
を
作
成
し
、

病
院
訪
問
や
宣
伝
を
行
っ
て
い

る
。
未
入
会
病
院
に
向
け
て
は

適
時
調
査
対
策
や
届
出
に
関
す

る
勉
強
会
で
協
会
へ
の
期
待
が

高
ま
り
入
会
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

役
員
・
事
務
局
が
一
体
と
な

っ
て
、
勤
務
医
の
入
会
対
策
に

力
を
入
れ
た
い
。

　

谷
端
評
議
員
の
発
言
に
あ
っ

た
マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
に
つ
い
て

だ
が
、
翌
日
に
は
、
多
く
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
を
し
て
く

れ
て
非
常
に
喜
ば
し
い
。
ま

た
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
」
の
実
現
を
求
め
る
署
名

は
、
２
年
に
１
度
実
施
し
て
い

　

藤
末
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
。
医
師
の
絶
対
数
不
足
か
ら

目
を
そ
ら
す
べ
き
で
は
な
い
。

医
師
数
は
、
現
在
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

平
均
に
比
べ
人
口
比
で
６
万
人

も
不
足
し
て
い
る
。
勤
務
医
の

過
酷
な
労
働
環
境
が
あ
り
、
10

％
医
師
を
増
や
し
て
も
、
過
剰

と
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
医
師

数
の
増
員
は
決
し
て
理
想
で
は

な
く
、
多
く
の
先
進
国
の
現
実

で
あ
り
、
実
現
は
可
能
だ
。

　

知
事
選
挙
は
４
年
間
を
左
右

す
る
重
大
な
選
択
だ
。
住
民
福

祉
の
増
進
と
い
う
県
本
来
の
役

割
に
背
を
向
け
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
県
政
で
な
く
、
開
業
保
険

医
の
要
求
に
応
え
、
住
民
や
健

康
弱
者
の
視
点
に
立
つ
県
政
へ

の
転
換
を
お
願
い
し
た
い
。

　

中
谷
評
議
員
に
お
答
え
す

る
。
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
情
報
収
集
し
皆

さ
ま
に
提
供
し
、
新
点
数
説
明

会
を
行
い
、
組
織
拡
大
に
も
寄

与
し
て
い
る
。
対
応
を
強
化
し

た
い
。

　

綿
谷
理
事
、
宮
武
副
理
事
長

の
発
言
に
つ
い
て
、
尼
崎
支
部

の
組
織
拡
大
の
努
力
、
病
診
連

携
に
つ
い
て
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。
協
会
の
各

種
活
動
は
非
常
に
充
実
し
た
も

の
と
自
負
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
自
信
を
持
っ
て
入
会
を
勧

め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

組
織
拡
大
は
協
会
の
目
的
に

沿
っ
た
運
動
を
実
現
し
て
い
く

仲
間
、
主
体
者
を
獲
得
し
財
政

基
盤
を
強
化
す
る
好
循
環
の
基

礎
だ
。
こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

　

宮
﨑
評
議
員
の
西
宮
・
芦
屋

支
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

多
彩
な
取
り
組
み
に
敬
意
を
表

し
た
い
。
イ
ス
ラ
ム
文
化
を
テ

ー
マ
と
し
た
企
画
は
、
大
切

だ
。

　

桂
評
議
員
と
小
寺
評
議
員
か

ら
は
、
支
部
で
の
「
今
こ
そ
ス

ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
署
名

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
言
い

た
だ
い
た
。
署
名
で
私
た
ち
の

意
見
を
政
治
家
に
伝
え
る
の
は

大
切
だ
。
会
員
参
加
率
を
高
め

る
た
め
に
は
工
夫
が
必
要
だ
。

　

下
山
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
届
出
医
療
や
適
時
調
査
は

病
院
に
と
っ
て
非
常
に
関
心
が

高
い
。
公
立
病
院
と
の
連
携
に

敬
意
を
表
し
た
い
。
日
高
医
療

　

吉
田
評
議
員
代
理
の
発
言
に

つ
い
て
、
こ
の
間
の
消
費
税
問

題
で
の
尽
力
に
感
謝
す
る
。
医

療
に
か
か
る
消
費
税
は
医
療
機

関
の
一
方
的
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
。
医
療
は
国
が
保
障
す
べ

き
サ
ー
ビ
ス
で
、
税
を
か
け
る

の
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
り
、

ゼ
ロ
税
率
の
考
え
方
が
当
然

だ
。
他
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
、
運
動
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

島
津
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

協
会
は
危
険
性
を
認
識
し
、
反

対
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

「
職
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
収
集

に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
」
を
広

く
会
員
に
知
ら
せ
、
県
下
全
市

町
に
対
し
住
民
税
の
「
特
別
徴

収
税
額
の
決
定
・
変
更
通
知

書
」
に
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
し
な
い
よ
う
要
請

を
行
っ
た
。
制
度
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
運
動
を
強
め
た

い
。

　

ま
た
、
歯
科
技
術
料
評
価
の

是
正
こ
そ
が
「
歯
科
会
員
最
大

の
願
い
」
と
の
ご
意
見
だ
が
、

そ
の
通
り
だ
。
決
議
に
そ
の
趣

旨
を
盛
り
込
ま
せ
て
い
た
だ

く
。

　

谷
口
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
。
国
の
社
会
保
障
改
悪
に
対

し
、
署
名
運
動
な
ど
で
反
対
し

て
い
る
。
国
は
財
源
が
な
い
た

め
に
社
会
保
障
切
り
捨
て
は
や

む
を
得
な
い
と
説
明
し
て
い
る

が
、
社
会
保
障
の
充
実
こ
そ
が

日
本
経
済
再
生
の
最
善
の
道
筋

だ
。
医
療
、
社
会
保
障
を
守
れ

と
い
う
世
論
を
高
め
て
い
き
た

い
。

　

佐
々
木
評
議
員
の
発
言
に
つ

い
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は
国

連
で
７
月
に
も
条
約
が
作
ら
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
が
、

核
兵
器
禁
止
だ
け
で
は
不
十
分

だ
と
思
う
。
話
し
合
い
で
平
和

に
解
決
す
る
ル
ー
ル
を
国
際
的

に
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

法
西
評
議
員
代
理
の
発
言
に

つ
い
て
。
長
年
の
粘
り
強
い
活

動
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
運
動

に
よ
り
武
庫
川
ダ
ム
は
事
実
上

中
止
、
総
合
治
水
と
の
新
た
な

考
え
方
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び

た
い
。
先
生
の
本
も
、
ぜ
ひ
皆

さ
ま
に
お
読
み
い
た
だ
き
た

い
。

　

上
田
評
議
員
代
理
の
発
言
に

つ
い
て
。
国
と
自
治
体
が
責
任

を
持
っ
て
調
査
し
、
石
綿
被
害

者
を
救
済
し
て
、
新
た
な
被
害

を
防
ぐ
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

被
災
地
と
連
携
し
た
運
動
を
し

た
い
。

セ
ン
タ
ー
の
無
床
化
は
住
民
の

運
動
に
よ
っ
て
回
避
し
た
が
そ

れ
で
も
病
床
削
減
が
行
わ
れ

る
。
運
動
を
強
め
た
い
。

　

清
水
理
事
の
発
言
に
つ
い
て

補
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
来
年

の
医
療
・
介
護
同
時
改
定
だ

が
、
保
団
連
は
技
術
料
を
中
心

に
10
％
の
プ
ラ
ス
改
定
を
要
求

し
、
窓
口
負
担
の
軽
減
を
求
め

る
運
動
も
合
わ
せ
て
行
う
。

第91回評議員会選出協会役員ならびに正副議長第91回評議員会選出協会役員ならびに正副議長

 （任期・2017年６月～2019年５月の２年）

氏　　　名　　選任母体
理 事 長　　１人
西山　裕康　　明　石　　　再　（60）

副理事長　　12人
多田　　梢　　西宮・芦屋　再　（79）
森岡　芳雄　　神　戸　　　再　（61）
武村　義人　　神　戸　　　再　（64）
近重　民雄　　神　戸　　　再　（64）
宮武　博明　　神　戸　　　再　（66）
吉岡　　巌　　明　石　　　再　（77）
辻　　一城　　明　石　　　再　（54）
川村　雅之　　歯　科　　　再　（58）
川西　敏雄　　歯　科　　　再　（66）
足立　了平　　歯　科　　　新　（63）
加藤　擁一　　歯　科　　　再　（63）
吉岡　正雄　　歯　科　　　再　（67）

理　　事　　41人
西原　弘道　　尼　崎　　　再　（55）
綿谷　茂樹　　尼　崎　　　再　（60）
脇野　耕一　　北阪神　　　再　（67）
澤村　　新　　北阪神　　　再　（62）
小泉　　勇　　北阪神　　　再　（91）
林　　宗茂　　北阪神　　　再　（67）
伊賀　幹二　　西宮・芦屋　再　（64）
大森　公一　　西宮・芦屋　再　（88）
法貴　　憲　　西宮・芦屋　再　（70）
村上　　博　　西宮・芦屋　新　（56）
北井　　明　　西宮・芦屋　再　（73）
口分田　真　　神　戸　　　新　（60）
小林　重行　　神　戸　　　再　（60）
郷地　秀夫　　神　戸　　　再　（69）
山中　　忍　　神　戸　　　再　（58）
岡本　好司　　神　戸　　　再　（87）

小西　達也　　神　戸　　　再　（54）
田中　孝明　　神　戸　　　再　（58）
水守　彰一　　神　戸　　　再　（73）
池本　恒彦　　明　石　　　再　（64）
西村　正二　　加古川・高砂　再　（68）
柏木　有二　　北　播　　　新　（68）
田渕　　光　　北　播　　　再　（63）
宗実　琴子　　姫路・西播　再　（83）
石橋　悦次　　姫路・西播　再　（62）
正木　茂博　　姫路・西播　再　（67）
高森　信岳　　姫路・西播　再　（51）
清水　映二　　姫路・西播　再　（66）
森下　順彦　　北摂・丹波　再　（70）
新田　　誠　　但　馬　　　再　（87）
藤井　高雄　　但　馬　　　再　（65）
谷垣　正人　　但　馬　　　再　（67）
松井　祥治　　淡　路　　　新　（61）
橋田　友孝　　淡　路　　　再　（68）
加藤　隆久　　歯　科　　　再　（67）
谷端　美香　　歯　科　　　新　（46）

鈴田　明彦　　歯　科　　　再　（60）
樫林　義雄　　歯　科　　　再　（69）
横田　裕一　　歯　科　　　新　（66）
白岩　一心　　歯　科　　　再　（52）
中西　　透　　歯　科　　　再　（63）

監　　事　　５人
中井　通治　　北阪神　　　再　（70）
宮崎　義彦　　西宮・芦屋　新　（69）
吉川　信嘉　　神　戸　　　再　（74）
永本　　浩　　明　石　　　再　（71）
岡部桂一郎　　加古川・高砂　再　（79）

議　　長　　１人
三根　一乗　　淡　路　　　再　（78）

副 議 長　　２人
八木　秀満　　尼　崎　　　新　（69）
高田　　裕　　淡　路　　　再　（67）

兵庫県保険医協会新役員名簿（括弧内数字は2017年６月１日現在の年齢）

　

尼
崎
支
部
で
は
病
診
連
携
企

　

今
年
は
10
月
29
日
に
日
常
診

療
経
験
交
流
会
を
開
催
す
る
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
医
療
連
携

の
こ
れ
か
ら
」
と
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
分
科
会
で
日
常
診
療
の

さ
ま
ざ
ま
な
「
宝
物
」
の
一
端

を
発
表
し
て
ほ
し
い
。

る
。
歯
科
部
会
と
し
て
今
後
と

も
が
ん
ば
っ
て
集
め
て
い
き
た

い
。



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から
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宝塚市・きっかわ歯科　院長　　吉川　周志先生講演

急性期・回復期・居宅での多職種連携
～私の歯科訪問診療の経験から～

Ⅰ．はじめに
　団塊の世代が後期高齢者に達する、い
わゆる「2025年問題」が最近マスコミな
どで頻繁に取りざたされています。た
だ、兵庫県では一部の圏域を除き、後期
高齢者数のピークは2050～55年であり、
2025年はあくまで通過点でしかありませ
ん（図１）。つまり、今後30～40年間に
わたり後期高齢者数は増加の一途をたど
り、しかもその数は2010年の1.4～2.4倍
になることが予想されています。こうい
った状況になると歯科医師は老人施設だ
けでなく、急性期病院・回復期病院・居
宅といったさまざまな環境での要介護者
への対応に迫られることになります。
　当然ながら、このような状況に歯科一
職種だけで対応できるはずもなく、医療
・介護・福祉のさまざまな職種による多
職種連携が必要とされます。それに伴い
歯科医師も単なる歯科治療だけでなく、
他職種と情報共有するための共通言語の
取得や、連携するためのマネジメント力
が求められます。ここでは急性期・回復
期・居宅の症例を紹介します。

Ⅱ．急性期病院の症例
　88歳　男性　入院時主病名：誤嚥性肺
炎・廃用症候群　主訴：口腔粘膜のびら
ん　栄養IVHのみ　乾燥強　指示は入る
が発語はほとんどない　口腔内多量の痰
と痂疲
　初回訪問までに病院MSWより医療情
報の提供を受ける。訪問時に担当看護
師、摂食嚥下認定看護師と連携する。
DHによる専門的口腔ケアを主体とする
訪問を行うが１カ月後に死去。残念な結
果だが、男性の奥様から「主人の苦痛を
とっていただきありがとうございます」

日　時　７月１日（土）15時30分～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　野村證券株式会社神戸支店ファイナンシャルアドバイザー　原田丈士氏

と感謝の言葉をいただいた。

Ⅲ．回復期病院の症例
　91歳　女性　入院時主病名：右皮質下
出血　急性期病院口腔外科より訪問要請
　上下ノンクラスプPDを義歯安定剤常
用して普通食摂取
　急性期病院医科主治医、担当PT・OT
・STおよび歯科口腔外科主治医より情
報提供を受ける。回復期病院より服薬な
どの医療情報を受ける。義歯調整、DH
による専門的口腔ケアを行い、入院中は
熱発などトラブルなく義歯安定剤不要と
なる。６カ月後、維持期の担当歯科医師
と連携する。

Ⅳ．維持期（居宅）の症例
　83歳　男性　主病名：脳梗塞・嚥下障
害　主訴：回復期病院退院後の口腔管理
　担当ケアマネジャーより訪問要請　フ
ェイスシート、ケアプラン、回復期医科
主治医から訪問医への情報提供書のコピ
ー、回復期担当歯科医からの情報提供書
を提供される　退院後体重３㎏減少　微
熱時々　自唾液でむせる　自宅で娘と２
人暮らし（娘は介護離職）　体重減少の
ため胃ろう造設
　義歯調整、残根削合、DHによる専門
的口腔ケアを行う。家族に口腔ケア、口
腔周囲筋のストレッチを指導する。担当
STと通所リハ・訪問リハ時の摂食嚥下
訓練について連携する。
　カンファレンス実施　［参加者］：本
人・家族・看護師（主治医）・看護師
（訪問看護ステーション）・PT・相談員
・管理薬剤師・担当ケアマネジャー、担
当DH２名、筆者　計11名参加　その後
２回、状態の変化に合わせてカンファレ
ンスを実施し多職種連携を行う。

図１　後期高齢者数の推計（2010年を100とする）

図２　疾病モデルとフレイルモデル

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで
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　管理栄養士に訪問診療同行を依頼し
PAPを作成して安全な経口摂取をめざ
す。

Ⅴ．まとめ
　訪問診療には必要な情報が多いにもか
かわらず、情報の収集が難しいという特
徴があります。そのため多職種連携する
ことで、それぞれの得意分野を生かした
分担作業や情報の収集・共有をおこなう
必要があります。
　また訪問診療には、食渣の残留や痰や
痂疲また口唇のこわばりのため視野の確
保が難しいという、もう一つの特徴があ

ります。そのため口腔の保湿、汚れの除
去、口腔周囲筋のリラクゼーションが重
要であり、その役目を担うDHとの連携
が歯科医師にとって、ある意味最も重要
であると考えます。
　フレイルモデルの考え方によると（図
２）、現在診療所に通院されている高齢
者がいつ要介護状態になり、往診が必要
になってもおかしくありません。その時
できるだけ、多くのかかりつけ歯科医師
が積極的に訪問診療を行うことで、これ
からの超高齢化社会を支えていただくこ
とを願っています。
（２月26日、第22回歯科臨床談話会より）

2018年３月末まで！2018年３月末まで！

　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。2018年
３月末までの申込受付分
について、通常より年
0.4％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、手
数料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利用
ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805　融資部・有本まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2017年６月１日現在

特別金利キャンペーン好評実施中特別金利キャンペーン好評実施中!!

これから使える資産運用
～マイナス金利時代でのグローバル投資のすすめ～
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行 事 の ご 案 内行 事 の ご 案 内
開業・医院経営に役立つセミナーと研究会

　これから保険請求事務を始める初心者の方や、保険診療のしくみ、点数計算、レセプトの書き方
など保険診療の基礎を再学習されたい方に、最適の初級保険請求事務講習会です。

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1803　研究部まで

〈医科〉初心者のための保険請求事務講習会〈医科〉初心者のための保険請求事務講習会

日　時　７月15日（土）15時～18時・16日（日）10時～15時
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
参加費　8,000円（テキスト・資料代、２日目の昼食代含む）
　　　　２日間とも参加された方には「修了証書」を発行します。定員90名
◆プログラム
　〈１日目〉15時～18時　保険診療とは　窓口業務　点数の解説　薬剤料の計算　など
　〈２日目〉10時～15時　診療報酬請求の実務　レセプト作成実習と解説（外来分）

〈歯科〉歯科医療安全管理対策研究会
「歯科外来診療環境体制加算」・「在宅療養支援歯
科診療所」・「かかりつけ歯科医機能強化型歯科診
療所」施設基準届出対応研修
日　時　７月30日（日）14時～17時
会　場　兵庫県保険医協会会議室
講　師　兵庫医科大学歯科口腔外科学講座
 主任教授　岸本 裕充先生
参加費　1,000円　※受講証を発行します

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1809　歯科部会まで

まだ協会にお入りでない先生へ
ご入会、保険医協会のご利用に
関するお問い合わせは
医科：078-393-1817 組織部
歯科：078-393-1809 歯科部会
まで、お気軽にお問い合わせください。

ご入会の上
ご参加
ください

医院経営研究会医院経営研究会

日　時　６月24日（土）14時30分～18時30分
会　場　サンソフト神戸校（各線三宮駅より徒歩約10分）
講　師　松田　正廣　税理士
　　　　PCインストラクター　花房 孝英氏
参加費　7,000円（医院経営研究会員はPC使用料1,000円のみ）

〈６月例会〉
パソコンでガッチリ日常記帳

参加希望・お問い合わせは
☎078-393-1805　税務経営部まで

〈医科〉〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー勤務医のための開業特別セミナー
日　時　６月24日（土）14時30分～18時00分
会　場　兵庫県保険医協会　会議室　　参加費　2,000円

　先輩開業医の開業体験や、開業を考えるために押さえておくべきポイントなどを紹介します。
具体的に開業をお考えの先生はもちろん、漠然と将来をお考えの先生もお気軽にご参加ください。

第１部「私の開業体験」
講　師　西原 弘道先生
　　　　（尼崎市・西原クリニック院長）

第２部 ①「開業コンセプトの策定と開業地選定のポ
　イント」　㈱日本医業総研 山下 明宏氏

　　　② 「開業資金の作り方と開業後の収支」
税理士法人日本経営 小松 裕介氏

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　組織部まで

定 員
20名

定 員
150名


